
秋の彩り豊かな「コスモス祭り」

あなたと
まちをつなぐ広報広報広報広報

ひのひのひのひの

今月の主な内容 main topics

　10月23日（木）、南比都佐幼稚園で「コスモス祭り」が開催
されました。
　子どもたちは地域の方々への感謝の気持ちを込めて、元
気いっぱいの歌やダンスを披露し、笑顔と活気が会場を包
み込みました。

日野中２年生 職場体験学習

税金は期限内に納めましょう！

特集
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中学生チャレンジウィーク

職場体験学習
日野中２年生

　滋賀県では、すべての公立中学校２年生を対象に「中学生チャレン
ジウィーク」として毎年５日間程度の職場体験学習を実施しています。
　今年度、日野中学校では10月27日（月）～31日（金）に実施し、
生徒たちが保育施設や小学校、工場や店舗などさまざまな職場で勤労
体験をし、「働くこと」について多くのことを学びました。

職場体験学習の目的
● �勤労体験を通して働くことの意義を理解し、

生き方や仕事について考える。
● �実際の職場で働くことを通して、社会人とし

てのコミュニケーションやモラル、マナーを
学ぶ。

● �地域に出て勤労体験をすることにより、地域
との交流を深め、地域の文化や産業、良さを
学ぶ。

● �勤労体験を通して、積極的に行動したり、粘
り強く物事に取り組んだりする態度を培う。

生徒の感想
・�初めての接客はとても緊張しました。
・�名前を覚えるのが苦手なので大変ですが、施

設の利用者さんに丁寧に接するようにしまし
た。

・�実際にやってみると、思っていたより大変で
した。

・�興味のある職業を体験することができたの
で、うれしかったし良い経験になりました。

職場体験学習の流れ
　「飲食」「自然」「教育・福祉」などの分類から
生徒の希望を聞き、体験先を振り分けています。
事前学習
・マナー講座
・事前訪問
職場体験学習
・それぞれの職場で体験学習
（時間や内容は各職場によって異なります）
・空き時間などに職場の方へのインタビュー
　（この仕事を選んだ理由など）
・実習記録を記入
事後学習
・感想文、まとめ新聞の作成
・事業所等へのお礼状

事業所等の声
・�任せる仕事を考えるのが難しいですが、地域

に貢献したいと思い毎年受け入れています。
・�みんながんばってくれています。
・�仕事を覚えるのが早く、手伝ってもらえてと

ても助かっています。

県ホームページ
「中学生チャレ
ンジウィーク」
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あおぞら園

来来亭

このほかにも多数の事業所等に受け入れていただき、合計53か所で職場体験学習を実施しました。
ご協力くださった皆様、生徒たちに貴重な機会をいただき、ありがとうございました。

◆問い合わせ先　教育委員会事務局　学校教育課　☎ 0748-52-6564　日野中学校　☎ 0748-52-0326

近江日野郵便局 西大路小学校

西大路公民館特別養護
老人ホーム誉の松

株式会社ダイフク

トヨタカローラ滋賀
株式会社

ビジネスグリーンホテル日野

日野町役場

日野消防署日野幼稚園

ファームケイ

滋賀農業公園 ブルーメの丘

ツバメカフェサロンドコアフュール
　　　シャルモンタケムラ

坂田農産

特産品館 伊勢藤
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今
回
は
、
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
「
ひ
の

基
金
」
の
設
立
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
「
ひ
の
基
金
設
立
準
備
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ひ
の
基
金
」と
は

　

日
野
町
の
課
題
解
決
や
地
域
活
性
化
な
ど
社

会
的
に
意
義
の
あ
る
取
り
組
み
を
み
ん
な
で
応

援
す
る
仕
組
み
で
す
。
設
立
に
よ
り
、
行
政
で

も
金
融
機
関
で
も
な
い
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

生
か
し
た
新
た
な
資
金
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
寄
付
金
や
休
眠
預
金
な
ど
の

ほ
か
、
金
融
機
関
や
行
政
と
連
携
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
資
金
を
調
達
し
、
町
の
た
め
に
活

動
す
る
方
々
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
金
だ
け
で
な
く
、
他
機
関
と
連
携
し
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
や
伴
走
支
援
も
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。取

り
組
み
の
き
っ
か
け

　

町
長
が
掲
げ
る
「
共
創
」
の
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
す
で
に
実
績
の
あ
る
「
公
益
財

団
法
人
東
近
江
三
方
よ
し
基
金
」
の
協
力
の
も

と
、
令
和
３
年
度
に
行
っ
た
地
域
課
題
の
抽
出

か
ら
、
新
た
な
資
金
循
環
の
仕
組
み
づ
く
り
の

必
要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
協
議
や

勉
強
会
を
経
て
、
令
和
６
年
度
に
ト
ム
・
ヴ
ィ

ン
セ
ン
ト
さ
ん
（
日
野
）
を
中
心
に
民
間
主
体

の
「
ひ
の
基
金
研
究
会
」、
令
和
７
年
度
に
「
ひ

の
基
金
設
立
準
備
会
」
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
財

団
設
立
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
基
金
を
設
立
し
た
い

　

財
団
設
立
の
た
め
に
は
、
基
本
財
産
と
し
て

３
０
０
万
円
が
必
要
で
、
現
在
寄
付
を
募
集
さ

れ
て
い
ま
す
。
ト
ム
さ
ん
は
、「
大
口
の
寄
付
が

あ
れ
ば
数
人
で
も
で
き
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ

う
で
は
な
く
、
日
野
町
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

や
関
わ
り
の
あ
る
人
た
ち
、
み
ん
な
で
一
緒
に

つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

資
金
な
ど
の
問
題
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対

し
、
こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
応
援
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
み
ん
な
で
よ
り
よ
い
町
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
一
口
３
，
０
０
０
円
で
寄

付
を
募
集
中
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ひの基金設立準備会

発 見発 見
◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先	

　
ひ
の
基
金
設
立
準
備
会
事
務
局 （
大
窪
7
9
2
）

�

☎
0
9
0-

1
1
0
1-

0
6
2
8

　
企
画
振
興
課　
企
画
人
権
担
当 （
役
場
３
階
）

�

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
5
2	

企
画
振
興
課
で
も
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

寄付申込フォーム

ひの基金の仕組みのイメージ

社会的事業による効果を受益

支援者�
(個人・企業)

寄付  投資
など

ひの基金ひの基金
資金支援  伴走支援

相談窓口  情報収集

社会的活動者社会的活動者(個人・団体等)(個人・団体等)

福祉活動  自然保護  伝統文化継承

起業  事業継承  特産品開発  など
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寄
付･

寄
贈
な
ど
の
お
礼

寄
付･

寄
贈
な
ど
の
お
礼

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　
10
月
22
日
（
水
）、
湖
東
信
用
金
庫
様
（
矢や

島じ
ま

之ゆ
き

貴た
か

理
事
長
）
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、
庫
内
で
発
生
し
た
廃
棄

文
書
類
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
つ
く
ら
れ
た

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
5
0
0
ロ
ー
ル
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
教
育
施
設
で
大
切
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

防
災
用
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

10
月
14
日
（
火
）、
災
害
時
の
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
滋
賀
県

電
気
工
事
工
業
組
合
様
（
鹿し

か

野の

敏と
し

夫お

理
事
長
）
か
ら
、
防
災
対
策
の
一

環
と
し
て
「
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
用
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
」
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
同
組
合
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
ポ
ー
タ
ブ

ル
電
源
（
持
ち
運
び
用
バ
ッ
テ
リ
ー
）
に

電
力
を
供
給
で
き
る
も
の
で
す
。
避
難
所

で
の
電
源
供
給
や
、
通
信
機
器
の
稼
働
維

持
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
の
ご
寄
贈
は
、
非
常
時
に
お
け
る

電
力
確
保
手
段
の
一
つ
と
し
て
大
変
心
強

い
支
援
と
な
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◆ 

西に
し
か
わ川　
み
よ
さ
ん
（
西
桜
谷
）

　

10
月
17
日
（
金
）
に
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

町
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
お
祝
い
に
伺
い
ま
し
た
。

　

西
川
さ
ん
は
、
畑
仕
事
な
ど
を
し
て
過
ご
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
は
ひ
孫
さ
ん
と
出
会
え
る
こ

と
が
楽
し
み
で
、
お
風
呂
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
り

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
誕
生
日
の
お
祝
い
も
し
て

も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。
手
紙
の
や
り
と
り
も
さ
れ

て
い
て
、
そ
の
手
紙
は
ど
れ
も
大
事
に
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

は
「
朝
早
く
起
き
て
コ
ッ
プ
１
杯

の
水
を
飲
ん
で
い
ま
す
」

と
の
こ
と
。
日
常
生
活

に
必
要
な
こ
と
は
今
も

自
分
で
さ
れ
、
規
則
正

し
い
生
活
を
送
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

お
体
を
大
切
に
、
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
い

て
く
だ
さ
い
。

１
０
０
歳

　
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
長
寿
福
祉
課

　
高
齢
者
福
祉
介
護
担
当

�

☎ 

0
7
4
8-

5
2-

6
5
0
1

　

10
月
17
日
（
金
）、
西
大
路
公
民
館
に

お
い
て
日
野
町
地
域
安
全
活
動
推
進
大
会

が
開
催
さ
れ
、
日
ご
ろ
よ
り
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い
る
８

名
の
方
が
日
野
町
地
域
安
全
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
者
】

寺て
ら
だ田
弘こ

う
じ次
さ
ん
（
日
野
）、
小こ

み
な
み南
長な

が
ひ
ろ広
さ
ん

（
東
桜
谷
）、
横よ

こ
や
ま山
久ひ

さ
と
し俊
さ
ん
（
東
桜
谷
）、

北き
た
う
ら浦
幸ゆ

き
こ子
さ
ん
（
西
大
路
）、
岡お

か
む
ら村
忠ち

ゅ
う
い
ち一

さ
ん
（
西
大
路
）、
前ま

え
だ田
一か

ず
あ
き昭
さ
ん
（
西

大
路
）、
岡お

か

﨑ざ
き

正ま
さ
き
よ淸
さ
ん
（
鎌
掛
）、
山や

ま
ぞ
え添

潔き
よ
しさ
ん
（
南
比
都
佐
）

　

受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

日
野
町
地
域
安
全
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
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近
江
の
伝
統
野
菜
サ
ミ
ッ
ト
in
日
野

　
滋
賀
県
内
に
は
、
日
野
菜
を
含
む
19
品
目
の
伝
統
野
菜
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
に
は

5
5
6
品
目
の
伝
統
野
菜
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
生
活
に
古

い
に
し
えか
ら
深
く
関
わ

り
の
あ
る
伝
統
野
菜
の
文
化
に
触
れ
、こ
れ
か
ら
を
考
え
る
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と　
き
】
12
月
14
日
（
日
）
13
時
30
分
～
16
時
50
分
（
受
付
13
時
～
）

【
と
こ
ろ
】
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹　
大
ホ
ー
ル

【
内　
容
】

第
１
部　
講
演

「
日
本
各
地
の
伝
統
野
菜
と
そ
の
文
化
」

山
形
大
学
農
学
部　
江え

頭が
し
ら

宏ひ
ろ

昌あ
き

教
授

　
伝
統
野
菜
研
究
の
第
一
人
者
が
語
る
、
身
近
に
あ
り
な
が

ら
知
る
機
会
の
少
な
い
伝
統
野
菜
の
物
語
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

第
２
部　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

「
Ｇ
Ｉ
日
野
菜
×
和
菓
子
の
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
造
」

同
志
社
大
学
政
策
学
部
足
立
ゼ
ミ
の
学
生
さ
ん

　
令
和
７
年
度
知
財
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
学
生
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
日
野
菜
の
和
菓
子
づ
く
り

の
提
案
が
審
査
委
員
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

第
３
部　
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
伝
統
野
菜
の
こ
れ
か
ら
」�

参
加
希
望
者
が
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
す
。

※�

定
員
は
、
第
１
部
と
第
２
部
が
7
5
0
名
、
第
３
部
50
名
で
す
。

　
第
１
部
、
第
２
部
の
み
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

　【
申
込
方
法
】
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
フ
ォ
ー
ム
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、
農
林
課
に
電
話

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ひ
の
の
環わ

フ
ェ
ス
タ

　
―
で
あ
う 

つ
な
が
る 

あ
ゆ
み
だ
す 

―
」

を
開
催
し
ま
す

日
野
町
環
境
基
本
計
画
策
定
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
町
で
は
、「
日
野
町
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
を

記
念
し
て
、
町
内
外
の
す
て
き
な
環
境
の
取
り
組

み
に
出
会
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
ひ
の
の
環わ

フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
！

　

日
野
の
豊
か
な
自
然
と
暮
ら
し
を
、
未
来
へ
つ

な
い
で
い
く
た
め
に
、
楽
し
み
な
が
ら
、
あ
な
た

に
も
で
き
る
、
環
境
へ
の“

ち
ょ
っ
と
い
い
こ

と”

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
会
場
で
は
、地
産
地
消
や
環
境
に
配
慮
し
た
フ
ー

ド
な
ど
の
販
売
や
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
み
な

が
ら
環
境
の
こ
と
を
学
べ
る
体
験
ブ
ー
ス
・
展
示

な
ど
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ま
た
、
14
時
30
分
か
ら
の
「
ひ
の
の
環
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
は
、
熱
い
想
い
を
も
っ
た
登
壇
者
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か

を
参
加
者
全
員
で
語
り
合
い
ま
す
。

【
と　
き
】　
12
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　
10
時
〜
14
時　
体
験
・
展
示
・
物
販

　
　
　
　
　
14
時
30
分
〜
16
時
30
分　
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
と
こ
ろ
】　
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
（
入
場
無
料
）

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申込フォーム

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
農
林
課　
農
政
担
当　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
3

江頭宏昌 教授

町
村
合
併

町
村
合
併
7070
周
年
記
念
事
業

周
年
記
念
事
業

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
交
通
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当�

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
8

町ホームページ

※写真はイメージです
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年
末
年
始
の
交
通
安
全・

防
犯
の
お
知
ら
せ

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
は
交
通
事
故
発
生
件
数
が
増
加
す
る
季

節
で
す
。
滋
賀
県
で
は
、
12
月
１
日
～
31
日
に
か
け

て
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
滋
賀
県
交
通
対
策
協
議
会

　
☎
0
7
7-

5
2
8-
3
6
8
2

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す

　
例
年
、
年
末
年
始
は
犯
罪
・
事
故
が
増
え
る
時
期

で
あ
り
、
警
察
署
で
は
歳
末
特
別
警
戒
と
し
て
警
察

活
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
東
近
江
警
察
署
生
活
安
全
課

　
☎
0
7
4
8-

2
4-

0
1
1
0

　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
や
交
通
安
全
の
意
識

を
持
ち
、
犯
罪
や
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
心

掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
年
末
年
始
の
犯
罪
・

事
故
を
一
つ
で
も
減
ら

す
た
め
に
、
家
族
や
周

り
の
人
に
も
呼
び
か
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課　
企
画
人
権
担
当　
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
5
2

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
交
通
環
境
政
策
課　
環
境
政
策
担
当

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
8

東近江警察署
防犯マスコットキャラクター

さんぽうくん

　

人
権
週
間
は
、
み
ん
な
で
人
権
を
考
え
る
１
週
間
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
差

別
や
偏
見
を
な
く
し
、
み
ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の

人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
今
一
度
、
身

近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
人
権
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
の
あ
る
方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
・

法
務
局
・
日
野
町
役
場
企
画
振
興
課
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
い
じ
め
や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
の
こ
ど
も
の
人
権
や
、
配
偶
者
・
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な
ど
の
女
性
の
人
権
を
始
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題

や
家
庭
内
、
職
場
内
、
隣
近
所
で
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

人
権
の
花
運
動

　

南
比
都
佐
小
学
校
の
児
童
が
育
て
た
サ
ル

ビ
ア
の
花
が
南
比
都
佐
公
民
館
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

サ
ル
ビ
ア
の
花
は
、
た
く
さ
ん
の
花
び
ら

が
寄
り
添
っ
て
一
つ
の
花
を
形
づ
く
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
「
人
権
の
花
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
花
の
栽
培
を
通
じ
て
、

命
の
大
切
さ
や
相
手
へ
の
思
い
や
り
、
相
手

の
立
場
を
考
え
る
と
い
う
よ
う
な
基
本
的
人

権
尊
重
の
精
神
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
小
学
校
に
お
い
て
人
権
の

花
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

サ
ル
ビ
ア
の
花

を
目
に
し
た
ら
、
花

を
楽
し
む
と
と
も

に
人
権
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

人
権
相
談
の
具
体
例

○
離
婚
や
扶
養
、
相
続
な
ど
、
家
庭
内
で
の
問
題
が
起
こ
っ
た
。

○
家
主
や
地
主
か
ら
一
方
的
に
追
い
立
て
ら
れ
て
い
る
。

○
外
国
人
と
い
う
理
由
で
ア
パ
ー
ト
等
の
入
居
を
拒
否
さ
れ
た
。

○
い
じ
め
や
体
罰
を
受
け
た
。

○
公
務
員
に
よ
る
乱
暴
や
不
当
な
扱
い
を
受
け
た
。

○
こ
ど
も
や
高
齢
者
が
虐
待
を
受
け
て
い
る
。

○
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
。

○
変
な
う
わ
さ
を
立
て
ら
れ
、
名
誉
や
信
用
を
失
っ
た
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
誹
謗
・
中
傷
さ
れ
て
い
る
。　

　
な
お
、
法
務
局
で
は
、
大
津
地
方
法
務
局
人

　
な
お
、
法
務
局
で
は
、
大
津
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
、
彦
根
支
局
で
相
談
を
受
け
て
い
ま

権
擁
護
課
、
彦
根
支
局
で
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
相
談

す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
相
談

無
料
・
秘
密
厳
守
）

無
料
・
秘
密
厳
守
）

・
こ
ど
も
の
人
権
1
1
0
番	

☎
0
1
2
0-

0
0
7-

1
1
0

・
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番	

☎
0
5
7
0-

0
0
3-

1
1
0

・
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル	

☎
0
5
7
0-

0
9
0-

9
1
1

12
月
４
日（
木
）～
10
日（
水
）は
、「
第
77
回
人
権
週
間
」で
す
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まちのわだい 町ホームページ内でも
町の話題を紹介してい
ますのでぜひご覧く
ださい。

日
野
の
フ
ォ
ト

町ホームページ

　
10
月
9
日
（
木
）、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
子
ど
も
向
け
オ
ペ
ラ
「
泣
い

た
赤
お
に
」
の
鑑
賞
会
が
南
比
都
佐
小
学
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
公
演
で
は
、
キ
ャ
ス
ト
と
観
客
が
一
緒
に
歌
う

場
面
や
、
台せ

り
ふ詞
の
中
に
日
野
町
の
特
産
品
が
登

場
す
る
場
面
が
あ
り
、
児
童
た
ち
は
大
き
な
声
で

歌
っ
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
鑑
賞
し
て
い
ま

し
た
。

　
公
演
後
に
は
、
代
表
の
児
童
が
「
今
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
し

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
歌
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
き
れ

い
で
し
た
」
と
お
礼
と
感
想
を
伝
え
ま
し
た
。

　
大
迫
力
の
歌
唱
、
ピ
ア
ノ
と
打
楽
器
の
生
演

奏
、
美
し
い
舞
台
美
術
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
オ
ペ

ラ
を
間
近
で
鑑
賞
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

「
第
43
回
初
期
消
火
大
会
」

 

開
催

び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
泣
い
た
赤
お
に
」鑑
賞
会

　
10
月
7
日
（
火
）、
火
災
予
防
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
、
日
野
消
防
署
で
「
第
43
回
初
期
消
火
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
消
火
器
を
使
用
す
る
「
消
火

器
操
法
の
部
」
と
屋
内
消
火
栓
設
備
を
使
用
す
る

「
屋
内
消
火
栓
操
法
の
部
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

操
作
の
時
間
と
的
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
日
野
町
と
東
近
江
市
の
22
事
業
所
か
ら

28
チ
ー
ム
（
69
人
）
が
出
場
し
、
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
競
技
に
挑
ま
れ
ま
し
た
。

　
10
月
25
日
（
土
）、
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
に
お
い
て
、
日
野
町
文

化
振
興
事
業
団
に
よ
る
「O

ctober Fest W
atam

uki Beer 
Hall

」
と
、
近
江
日
野
熱
気
浴
愛
好
会
に
よ
る
「
近
江
日
野
熱
気

浴
愛
好
祭
」
が
合
同
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「O
ctober Fest W

atam
uki Beer Hall

」
で
は
、
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
や
鹿
の
唐
揚
げ
・
鯛
そ
う
め
ん
な
ど
の
地
元
の
フ
ー
ド
が

楽
し
め
る
8
つ
の
お
店
が
並
び
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
や
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
で
は
、
演
奏
や
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　「
近
江
日
野
熱
気
浴
愛
好
祭
」
で
は
、
サ
ウ
ナ
バ
ス
1
台
を
含
む

計
10
の
サ
ウ
ナ
設
備
と
水
風
呂
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が

“

と
と
の
う”

体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
当
時

日
野
高
等
学
校
3
年
生
で
あ
っ
た
西に

し
む
ら村
碧あ

お

心し

さ
ん
の
「
日
野
町
に
サ

ウ
ナ
バ
ス
を
呼
ん
で
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
き
っ
か
け

に
、
ひ
の
若わ

か
も
ん者
会
議
（
仮
）
の
メ
ン
バ
ー
と
昨
年
か
ら
企
画
が
始
ま

り
、
多
く
の
団
体
や
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
実
現
し

ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、

日
野
町
の
新
た
な
魅
力
を
発
信
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「O

オ
ク
ト
ー
バ
ー

ctober F

フ
ェ
ス
ト

est W

ワ

タ

ム

キ

atam
uki B

ビ

ア

eer H

ホ
ー
ル

all

」と

「
近
江
日
野
熱ね

っ

気き

浴よ
く

愛あ
い
こ
う
さ
い

好
祭
」を
合
同
で
開
催

みんなで歌って
赤おにを呼びました

町内の幼稚園や保育所・こども園、
小・中学校での子どもたちの様子や特色ある
取り組みの内容を紹介していきます。

消
火
器
操
法
の
部
屋
内
消
火
栓
操
法
の
部

優  

勝
株
式
会
社
日
映
日
野

株
式
会
社
ダ
イ
フ
ク

準
優
勝

株
式
会
社
ヒ
ロ
セ

滋
賀
蒲
生
町

農
業
協
同
組
合

株式会社日映日野

株式会社ダイフク

　今年度、０歳児８名、１歳児14名、２歳児16名、３歳児18名、４歳児18名、５歳児20名の合計94名が在籍しています。「自分が好　今年度、０歳児８名、１歳児14名、２歳児16名、３歳児18名、４歳児18名、５歳児20名の合計94名が在籍しています。「自分が好
き」「先生が好き」「友達が好き」と思える子をめざして保育しています。たくさん体を動かし、いろいろな人と出会い、さまざまな体き」「先生が好き」「友達が好き」と思える子をめざして保育しています。たくさん体を動かし、いろいろな人と出会い、さまざまな体
験をして、毎日楽しく元気に過ごしています。験をして、毎日楽しく元気に過ごしています。

　令和7年4月に開園し、8か月を迎えました。　令和7年4月に開園し、8か月を迎えました。
　定員19名の０・１・２歳児を対象とした園として、子どもたちが　定員19名の０・１・２歳児を対象とした園として、子どもたちが
安心して過ごせる家庭的な雰囲気を大切にしながら日々の保育に取安心して過ごせる家庭的な雰囲気を大切にしながら日々の保育に取
り組んでいます。り組んでいます。
　開園以来、地域の皆様や関係機関の皆様のご理解とご協力をいた　開園以来、地域の皆様や関係機関の皆様のご理解とご協力をいた
だき、心より感謝申し上げます。今後とも地域に愛される園をめざし、だき、心より感謝申し上げます。今後とも地域に愛される園をめざし、
子どもたちの健やかな成長を支えていきます。子どもたちの健やかな成長を支えていきます。

少人数の良さを生かし ゆったり 安心できる保育園

小規模保育園だからできる事があります。
ひとりひとりの子どもたちの個性を把握し、寄り添い
成長を見守り育むことができます。

「やってみよう」「できてうれしい！」の気持ちを大切に
愛情たっぷりの褒める保育をしています。

園児数21名園児数21名
 ０歳児３名 ０歳児３名
 １歳児９名 １歳児９名
 ２歳児９名 ２歳児９名
 （10月1日現在） （10月1日現在）

　近くには田んぼや農道、公園などの　近くには田んぼや農道、公園などの
散歩コースがたくさんあります。園とは散歩コースがたくさんあります。園とは
違う場所に行くことで、地域の方にあい違う場所に行くことで、地域の方にあい
さつしたり、交通ルールを学んだりと貴さつしたり、交通ルールを学んだりと貴
重な経験となっています。重な経験となっています。

　夏には泥、泡などさまざまな水遊びや３・４・５歳児はプール遊びをたくさん楽し　夏には泥、泡などさまざまな水遊びや３・４・５歳児はプール遊びをたくさん楽し
むことができました。いろいろな感触を感じたり、泡を作ったりすることで「やってむことができました。いろいろな感触を感じたり、泡を作ったりすることで「やって
みよう！」「こうしたらできた！」と発見や学びがたくさんあります。みよう！」「こうしたらできた！」と発見や学びがたくさんあります。
　園の畑ではたまねぎやさつまいも、夏野菜など苗植をして育てています。さつまい　園の畑ではたまねぎやさつまいも、夏野菜など苗植をして育てています。さつまい
も掘りでは、大きないもが掘れると大喜びでした。収穫したものを調理していただき、も掘りでは、大きないもが掘れると大喜びでした。収穫したものを調理していただき、
食育につなげています。食育につなげています。

　０・１・２歳児用の園庭は、園舎の　０・１・２歳児用の園庭は、園舎の
裏にあります。外に出るとすぐ、田んぼ裏にあります。外に出るとすぐ、田んぼ
の土手に出られ草花を摘んだり、虫つかの土手に出られ草花を摘んだり、虫つか
みをしたりすることができます。登ったみをしたりすることができます。登った
り、滑ったりして自然に体力もつきます。り、滑ったりして自然に体力もつきます。

　０・１・２歳児クラスには手作りお　０・１・２歳児クラスには手作りお
もちゃがたくさんあり、子どもたちは興もちゃがたくさんあり、子どもたちは興
味津々です。「こうするのかな？」「でき味津々です。「こうするのかな？」「でき
た！次もやってみよう」と繰り返し楽した！次もやってみよう」と繰り返し楽し
んでいます。遊びの中で手先の使い方がんでいます。遊びの中で手先の使い方が
上手になっていきます。上手になっていきます。

　5歳児が南比都佐幼稚園へ行って、自転車教室に参加しました。　5歳児が南比都佐幼稚園へ行って、自転車教室に参加しました。
自転車の乗り方や信号の見方、交通ルールを教えてもらい、自転車自転車の乗り方や信号の見方、交通ルールを教えてもらい、自転車
に乗りながらシャボン玉を割ったり、リングを拾ったり遊びを通しに乗りながらシャボン玉を割ったり、リングを拾ったり遊びを通し
て無理なく慣れ、最後は坂道を走ることもできました。南比都佐幼て無理なく慣れ、最後は坂道を走ることもできました。南比都佐幼
稚園とはこの他にも年間を通して交流を持っています。稚園とはこの他にも年間を通して交流を持っています。

こばと園こばと園

みらいしゃくなげ保育園みらいしゃくなげ保育園

【保育目標】明るく丈夫な子・友だちと仲良く遊べる子・よく考える子

【保育目標】
・五感で感じる
・手足を自由に動かして、丈夫なからだに
・友だちに対する優しさ思いやりの心を育てる

園や散歩コースからで電車が見えるよ園や散歩コースからで電車が見えるよ

小道の土手は楽しい遊び場小道の土手は楽しい遊び場

ブクブク泡遊びブクブク泡遊びサツマイモ掘りをしたよサツマイモ掘りをしたよ

0歳児 1歳児 2歳児

手作りおもちゃで遊んでいるよ手作りおもちゃで遊んでいるよ

南比都佐幼稚園との自転車教室南比都佐幼稚園との自転車教室

にこにこにこにこ ほんわかほんわか ぽっかぽかぽっかぽか

◆問い合わせ先　子ども支援課　子ども支援担当　☎ 0748-52-6583

同時開催で

活気あふれる会場
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まちのわだい 町ホームページ内でも
町の話題を紹介してい
ますのでぜひご覧く
ださい。

日
野
の
フ
ォ
ト

町ホームページ

　
10
月
9
日
（
木
）、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
子
ど
も
向
け
オ
ペ
ラ
「
泣
い

た
赤
お
に
」
の
鑑
賞
会
が
南
比
都
佐
小
学
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
公
演
で
は
、
キ
ャ
ス
ト
と
観
客
が
一
緒
に
歌
う

場
面
や
、
台せ

り
ふ詞
の
中
に
日
野
町
の
特
産
品
が
登

場
す
る
場
面
が
あ
り
、
児
童
た
ち
は
大
き
な
声
で

歌
っ
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
鑑
賞
し
て
い
ま

し
た
。

　
公
演
後
に
は
、
代
表
の
児
童
が
「
今
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
し

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
歌
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
き
れ

い
で
し
た
」
と
お
礼
と
感
想
を
伝
え
ま
し
た
。

　
大
迫
力
の
歌
唱
、
ピ
ア
ノ
と
打
楽
器
の
生
演

奏
、
美
し
い
舞
台
美
術
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
オ
ペ

ラ
を
間
近
で
鑑
賞
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

「
第
43
回
初
期
消
火
大
会
」

 

開
催

び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
泣
い
た
赤
お
に
」鑑
賞
会

　
10
月
7
日
（
火
）、
火
災
予
防
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
、
日
野
消
防
署
で
「
第
43
回
初
期
消
火
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
消
火
器
を
使
用
す
る
「
消
火

器
操
法
の
部
」
と
屋
内
消
火
栓
設
備
を
使
用
す
る

「
屋
内
消
火
栓
操
法
の
部
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

操
作
の
時
間
と
的
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
日
野
町
と
東
近
江
市
の
22
事
業
所
か
ら

28
チ
ー
ム
（
69
人
）
が
出
場
し
、
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
競
技
に
挑
ま
れ
ま
し
た
。

　
10
月
25
日
（
土
）、
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
に
お
い
て
、
日
野
町
文

化
振
興
事
業
団
に
よ
る
「O

ctober Fest W
atam

uki Beer 
Hall

」
と
、
近
江
日
野
熱
気
浴
愛
好
会
に
よ
る
「
近
江
日
野
熱
気

浴
愛
好
祭
」
が
合
同
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「O
ctober Fest W

atam
uki Beer Hall

」
で
は
、
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
や
鹿
の
唐
揚
げ
・
鯛
そ
う
め
ん
な
ど
の
地
元
の
フ
ー
ド
が

楽
し
め
る
8
つ
の
お
店
が
並
び
ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
や
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
で
は
、
演
奏
や
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　「
近
江
日
野
熱
気
浴
愛
好
祭
」
で
は
、
サ
ウ
ナ
バ
ス
1
台
を
含
む

計
10
の
サ
ウ
ナ
設
備
と
水
風
呂
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が

“

と
と
の
う”

体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
当
時

日
野
高
等
学
校
3
年
生
で
あ
っ
た
西に

し
む
ら村
碧あ

お

心し

さ
ん
の
「
日
野
町
に
サ

ウ
ナ
バ
ス
を
呼
ん
で
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
き
っ
か
け

に
、
ひ
の
若わ

か
も
ん者
会
議
（
仮
）
の
メ
ン
バ
ー
と
昨
年
か
ら
企
画
が
始
ま

り
、
多
く
の
団
体
や
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
実
現
し

ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、

日
野
町
の
新
た
な
魅
力
を
発
信
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「O

オ
ク
ト
ー
バ
ー

ctober F

フ
ェ
ス
ト

est W

ワ

タ

ム

キ

atam
uki B

ビ

ア

eer H

ホ
ー
ル

all

」と

「
近
江
日
野
熱ね

っ

気き

浴よ
く

愛あ
い
こ
う
さ
い

好
祭
」を
合
同
で
開
催

みんなで歌って
赤おにを呼びました

町内の幼稚園や保育所・こども園、
小・中学校での子どもたちの様子や特色ある
取り組みの内容を紹介していきます。

消
火
器
操
法
の
部
屋
内
消
火
栓
操
法
の
部

優  

勝
株
式
会
社
日
映
日
野

株
式
会
社
ダ
イ
フ
ク

準
優
勝

株
式
会
社
ヒ
ロ
セ

滋
賀
蒲
生
町

農
業
協
同
組
合

株式会社日映日野

株式会社ダイフク

　今年度、０歳児８名、１歳児14名、２歳児16名、３歳児18名、４歳児18名、５歳児20名の合計94名が在籍しています。「自分が好　今年度、０歳児８名、１歳児14名、２歳児16名、３歳児18名、４歳児18名、５歳児20名の合計94名が在籍しています。「自分が好
き」「先生が好き」「友達が好き」と思える子をめざして保育しています。たくさん体を動かし、いろいろな人と出会い、さまざまな体き」「先生が好き」「友達が好き」と思える子をめざして保育しています。たくさん体を動かし、いろいろな人と出会い、さまざまな体
験をして、毎日楽しく元気に過ごしています。験をして、毎日楽しく元気に過ごしています。

　令和7年4月に開園し、8か月を迎えました。　令和7年4月に開園し、8か月を迎えました。
　定員19名の０・１・２歳児を対象とした園として、子どもたちが　定員19名の０・１・２歳児を対象とした園として、子どもたちが
安心して過ごせる家庭的な雰囲気を大切にしながら日々の保育に取安心して過ごせる家庭的な雰囲気を大切にしながら日々の保育に取
り組んでいます。り組んでいます。
　開園以来、地域の皆様や関係機関の皆様のご理解とご協力をいた　開園以来、地域の皆様や関係機関の皆様のご理解とご協力をいた
だき、心より感謝申し上げます。今後とも地域に愛される園をめざし、だき、心より感謝申し上げます。今後とも地域に愛される園をめざし、
子どもたちの健やかな成長を支えていきます。子どもたちの健やかな成長を支えていきます。

少人数の良さを生かし ゆったり 安心できる保育園

小規模保育園だからできる事があります。
ひとりひとりの子どもたちの個性を把握し、寄り添い
成長を見守り育むことができます。

「やってみよう」「できてうれしい！」の気持ちを大切に
愛情たっぷりの褒める保育をしています。

園児数21名園児数21名
 ０歳児３名 ０歳児３名
 １歳児９名 １歳児９名
 ２歳児９名 ２歳児９名
 （10月1日現在） （10月1日現在）

　近くには田んぼや農道、公園などの　近くには田んぼや農道、公園などの
散歩コースがたくさんあります。園とは散歩コースがたくさんあります。園とは
違う場所に行くことで、地域の方にあい違う場所に行くことで、地域の方にあい
さつしたり、交通ルールを学んだりと貴さつしたり、交通ルールを学んだりと貴
重な経験となっています。重な経験となっています。

　夏には泥、泡などさまざまな水遊びや３・４・５歳児はプール遊びをたくさん楽し　夏には泥、泡などさまざまな水遊びや３・４・５歳児はプール遊びをたくさん楽し
むことができました。いろいろな感触を感じたり、泡を作ったりすることで「やってむことができました。いろいろな感触を感じたり、泡を作ったりすることで「やって
みよう！」「こうしたらできた！」と発見や学びがたくさんあります。みよう！」「こうしたらできた！」と発見や学びがたくさんあります。
　園の畑ではたまねぎやさつまいも、夏野菜など苗植をして育てています。さつまい　園の畑ではたまねぎやさつまいも、夏野菜など苗植をして育てています。さつまい
も掘りでは、大きないもが掘れると大喜びでした。収穫したものを調理していただき、も掘りでは、大きないもが掘れると大喜びでした。収穫したものを調理していただき、
食育につなげています。食育につなげています。

　０・１・２歳児用の園庭は、園舎の　０・１・２歳児用の園庭は、園舎の
裏にあります。外に出るとすぐ、田んぼ裏にあります。外に出るとすぐ、田んぼ
の土手に出られ草花を摘んだり、虫つかの土手に出られ草花を摘んだり、虫つか
みをしたりすることができます。登ったみをしたりすることができます。登った
り、滑ったりして自然に体力もつきます。り、滑ったりして自然に体力もつきます。

　０・１・２歳児クラスには手作りお　０・１・２歳児クラスには手作りお
もちゃがたくさんあり、子どもたちは興もちゃがたくさんあり、子どもたちは興
味津々です。「こうするのかな？」「でき味津々です。「こうするのかな？」「でき
た！次もやってみよう」と繰り返し楽した！次もやってみよう」と繰り返し楽し
んでいます。遊びの中で手先の使い方がんでいます。遊びの中で手先の使い方が
上手になっていきます。上手になっていきます。

　5歳児が南比都佐幼稚園へ行って、自転車教室に参加しました。　5歳児が南比都佐幼稚園へ行って、自転車教室に参加しました。
自転車の乗り方や信号の見方、交通ルールを教えてもらい、自転車自転車の乗り方や信号の見方、交通ルールを教えてもらい、自転車
に乗りながらシャボン玉を割ったり、リングを拾ったり遊びを通しに乗りながらシャボン玉を割ったり、リングを拾ったり遊びを通し
て無理なく慣れ、最後は坂道を走ることもできました。南比都佐幼て無理なく慣れ、最後は坂道を走ることもできました。南比都佐幼
稚園とはこの他にも年間を通して交流を持っています。稚園とはこの他にも年間を通して交流を持っています。

こばと園こばと園

みらいしゃくなげ保育園みらいしゃくなげ保育園

【保育目標】明るく丈夫な子・友だちと仲良く遊べる子・よく考える子

【保育目標】
・五感で感じる
・手足を自由に動かして、丈夫なからだに
・友だちに対する優しさ思いやりの心を育てる

園や散歩コースからで電車が見えるよ園や散歩コースからで電車が見えるよ

小道の土手は楽しい遊び場小道の土手は楽しい遊び場

ブクブク泡遊びブクブク泡遊びサツマイモ掘りをしたよサツマイモ掘りをしたよ

0歳児 1歳児 2歳児

手作りおもちゃで遊んでいるよ手作りおもちゃで遊んでいるよ

南比都佐幼稚園との自転車教室南比都佐幼稚園との自転車教室

にこにこにこにこ ほんわかほんわか ぽっかぽかぽっかぽか

◆問い合わせ先　子ども支援課　子ども支援担当　☎ 0748-52-6583

同時開催で

活気あふれる会場
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◆問い合わせ先　企画振興課　企画人権担当　☎ 0748-52-6552

総合戦略の取り組み評価を
実施しました

町の取り組みに対し、総合計画懇話会の皆さんに検証いただいた内容を報告書にまとめました。
報告書にある皆さんの意見や町の取り組みを紹介します。

結婚・出産・子育ての希望を�
みんなで支えてかなえる

Ａ評価…８施策
「安心して妊娠・出産・子育てができるための支援」「子育て支援
のネットワークづくり」など
Ｂ評価…３施策

「青少年の社会参画の促進」「子どもの読書活動と学習活動の支
援」など

　子育てボランティア養成講座や子育て応援フード
ドライブ＋αを開催し、地域で子育てを行う風土作
りを進めました。
　子育て分野の施策において、住民を単なる「サー
ビスの受け手」として捉えるのではなく、自ら課題
解決に向けて動く「主体」となるよう、意識の醸成
と政策の工夫が求められています。

�まちの魅力を活かし、交流を�
育み新しい人の流れをつくる

Ａ評価…４施策
「地域の移動手段の充実」「ＵＩＪターン受入の充実」など
Ｂ評価…2施策

「商工業の活性化」「地域資源を活かした体験型観光の推進」など

　町中を周遊するスタンプラリーや農業体験事業、
近江日野商人サミットなど関係人口の創出に取り組
みました。
　質の高い観光・交流プログラムを模索し、どうす
れば観光という体験が移住定住に結びつくのかを戦
略的に再構築することが求められています。

　まちづくりの指針として第６次日野町総合計画を策定しています。そのなかから、人口
減少、高齢社会に特化した施策を「日野町くらし安心ひとづくり総合戦略」として策定し、
取り組みを進めています。
　令和６年度の取り組みについて、住民・団体代表・有識者の皆さんによる総合計画懇話
会で検証・評価をしていただきました。評価は、ＳからＤの５段階評価で、40施策のうち、
28施策は「Ａ（優れている）」、12施策は「Ｂ（実施できている）」と評価を受けました。
　この検証結果を踏まえ、施策の改善を図り、取り組みを進めていきます。

�地域資源を活かし、地域経済の活力
と暮らしを支える雇用をつくる

Ａ評価…５施策
「農業経営・担い手育成への支援」「町内雇用の促進と雇用機会
の拡大」など
Ｂ評価…３施策

「農業生産・特産品の振興」「地域内経済循環の推進」など

　農業者の減少や農地利用の課題に対応するため、
地域計画の策定支援に取り組みました。
　農業など季節変動のある仕事について、他の産業
との組み合わせで年間所得を保障するような「複合
的な働き方」を町として研究・提案し、移住定住を
考える若者世代に新たな選択肢として提示すること
が求められています。

�くらしやすい地域を育み、安心し
て住み続けられるまちをつくる

Ａ評価…11施策
「食育・多文化共生の推進」「支え合いの仕組みづくりの促進」など
Ｂ評価…4施策

「高齢者のいきがいづくり」「住民のくらしを支える知識・情報
の提供」など

　英会話教室、韓国語講座、日本語教室などを開催
し、多文化共生の促進と交流のきっかけづくりに取
り組みました。
　外国人が人口の５％近くを占める現状を踏まえ、
定住を前提とした長期的な視点での共生社会づくり
を、町の重要課題として明確に位置付けることが求
められています。

検証結果の
まとめた報告書を
掲載しています

基本目標❶

基本目標❸

基本目標❷

基本目標❹
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税
金
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！　
～
12
月
は
「
ス
ト
ッ
プ
滞
納
!! 

強
化
月
間
」
で
す
～

※「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
税
は
、
福
祉
・
医

療
・
教
育
・
ご
み
処
理
な
ど
の
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ

れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　
滋
賀
県
と
県
内
市
町
に
お
い
て
は
、
地
方
税
の
納
付
促
進
お

よ
び
納
税
秩
序
の
維
持
・
向
上
を
目
的
と
し
て
、
公
平
か
つ
公

正
な
税
務
行
政
を
確
立
す
る
た
め
、
12
月
を
「
ス
ト
ッ
プ
滞

納
!!
強
化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
県
と
市
町
の
連
携
を
一
層
強

化
し
、
県
内
一
斉
の
滞
納
整
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
税
の
納
付
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す

●
口
座
振
替

　
取
り
扱
い
金
融
機
関
は
、
滋
賀
銀
行
・
関
西
み
ら
い
銀
行
・

湖
東
信
用
金
庫
・
グ
リ
ー
ン
近
江
農
協
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で

す
。
通
帳
と
届
出
印
を
ご
持
参
の
う
え
、
金
融
機
関
窓
口
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
窓
口
で
の
納
付

・
金
融
機
関
や
役
場
の
窓
口

　

�

日
野
町
役
場
や
「
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
に
対
応
し
て

い
る
全
国
の
金
融
機
関
で
納
付
で
き
ま
す
。

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
納
付
書
裏
面
に
利
用
可
能
店
舗
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
納
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト

　
納
付
書
の
「
地
方
税
統
一
Q
R
コ
ー
ド
」
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
読
み
取
る
こ
と
で
納
付
で
き
ま
す
。
対
応
の
ア
プ
リ
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、「
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
「
e
L-

Q
R
で
お
支
払

い
」
か
ら
納
付
書
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
の
納
付
も
可

能
で
す
。

※�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
、
別
途

手
数
料
が
必
要
で
す
。

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

　

地
方
税
統
一
Q
R
コ
ー
ド
が
記
載
さ

れ
て
い
る
納
付
書
で
あ
れ
ば
、
日
野
町

指
定
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

（
Pペ

イ
a
y 

Bビ
ー

・
Pペ

イ
a
y 

Pペ

イ
a
y
）
以
外

も
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。
対
応
ア
プ

リ
に
つ
い
て
は
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ

ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

税
金
を
滞
納
す
る
と
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
…

❶❶　

�

町
税
に
は
納
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
期
限
後
20

日
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
督
促
状
（
１
件

2
0
0
円
の
手
数
料
を
加
算
）
が
発
行
さ
れ
、
延
滞
金

（
年
率
14
・
６
％
以
内
）
も
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。　

❷❷　

�

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
金
融
機
関
・
勤
務
先
・
生

命
保
険
会
社
・
自
宅
捜
索
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

❸❸　

�

調
査
に
よ
り
判
明
し
た
財
産
（
預
貯
金
・
給
与
・
不
動

産
・
自
動
車
等
）
を
、
差
し
押
さ
え
ま
す
。

❹❹　

�

差
し
押
さ
え
た
財
産
は
、
公
売
な
ど
に
よ
り
換
価
（
換

金
）
し
、
滞
納
町
税
に
充
当
し
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
に
は
、
28
件
で
3,
8
8
4,
3
6
3

円
の
差
し
押
さ
え
（
預
貯
金
・
給
与
な
ど
）
を
行
い
、

1,
7
4
4,
2
8
4
円
を
換
価
し
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
期
限
内
に
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
…

　
病
気
や
失
業
・
事
業
の
業
績
不
振
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
方
や
、
生
活
困
窮
・
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
一
時
的

に
町
税
を
各
期
限
内
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
一
人

で
悩
ん
だ
り
、
放
置
し
た
り
せ
ず
に
、
早
め
に
税
務
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
納
付
相
談
の
際
に
虚
偽
の
申
し
出
を
さ
れ
た
場
合

や
、納
付
計
画
を
守
ら
ず
分
納
不
履
行
に
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、

滞
納
処
分
に
よ
り
強
制
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

納
税
者
間
の
公
平
性
確
保
と
滞
納
額
の
縮
減
に

努
め
て
い
ま
す

　
日
野
町
で
は
、
税
の
公
平
性
と
安
定
的
な
財
源
の
確
保
の
た

め
、
収
納
率
の
向
上
と
滞
納
額
の
縮
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、滋
賀
県
と
県
内
市
町
に
お
い
て
は
、「
滋

賀
県
地
方
税
務
協
議
会
」
を
設
置
し
、
県
と
市
町
が
相
互
に
連

携
・
協
働
し
て
滞
納
整
理
に
関
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
滋
賀
県
中
部
県
税
事
務
所
、
近
江
八
幡
市
、
竜

王
町
お
よ
び
日
野
町
に
お
い
て
は
、
滞
納
処
分
に
お
け
る
協
力

お
よ
び
職
員
の
相
互
派
遣
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課　
収
納
担
当　
☎
０
７
４
８-

５
２-

６
５
７
０

e
エルタックス
LTAX 地方税

ポータルサイト
地方税お支払い

サイト
町ホームページ
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皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
は
医

療
保
険
の
財
源
の
一
つ
で
す
が
、

医
療
費
が
増
え
る
と
、保
険
税
も

上
が
り
ま
す
。医
療
機
関
の
適
正

受
診
な
ど
に
よ
り
医
療
費
の
節

約
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

重
複
受
診
を
控
え
ま
し
ょ
う

　
同
じ
病
気
で
同
時
期
に
複
数

の
医
療
機
関
に
か
か
る
と
、そ
の

た
び
に
初
診
料
が
必
要
に
な
り
、

前
の
医
療
機
関
と
同
じ
検
査
や

処
置・投
薬
な
ど
を
行
う
の
で
医

療
費
に
も
体
に
も
負
担
が
か
か

り
ま
す
。

平
日
の
時
間
内
に
受
診
し
ま

し
ょ
う

　
休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外

診
療
は
、医
療
費
が
高
く
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。緊
急
時
以
外
は
平

日
の
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

か
か
り
つ
け
医・か
か
り
つ
け
薬

剤
師
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、健
康
状

態
な
ど
を
把
握
し
、健
康
管
理
や

保
健
指
導
を
行
う
医
師
の
こ
と

で
す
。必
要
に
応
じ
て
専
門
医
に

紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
え
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
で
は
、複

数
の
医
療
機
関
で
処し

ょ

方ほ
う

箋せ
ん

を
も

ら
っ
て
い
る
場
合
に
、薬
の
飲
み

あ
わ
せ
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
え
ま
す
。

　
聞
き
た
い
こ
と
や
伝
え
た
い

こ
と（
既
往
症
、自
覚
症
状
、薬
、

ア
レ
ル
ギ
ー
等
）を
事
前
に
ま
と

め
て
お
く
と
、医
師
や
薬
剤
師
に

す
ぐ
に
相
談
で
き
て
安
心
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用

し
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、厚

生
労
働
省
が
、こ
れ
ま
で
効
き
目

や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
き
た

新
薬（
先
発
医
薬
品
）と
同
等
の

効
能
を
認
め
た
も
の
で
、開
発
費

が
低
く
抑
え
ら
れ
る
た
め
低
価

格
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、令
和
6
年
10
月
か
ら
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る

薬
で
、先
発
医
薬
品
の
処
方
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、医
療
費
の
自

己
負
担
分
に
特
別
の
料
金
が
加

算
さ
れ
て
い
ま
す
。医
師
や
薬
剤

師
と
相
談
の
上
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
積
極
的
な
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。※
先
発
医
薬
品
を

処
方
す
る
医
療
上
の
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、特
別

の
料
金
は
要
り
ま
せ
ん
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
防
止
し

ま
し
ょ
う

　
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
は
、多

く
の
薬
を
服
用
す
る
こ
と
に
よ

り
副
作
用
な
ど
の
有
害
事
象
を

起
こ
す
こ
と
で
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
活
用
す
れ

ば
、過
去
の
お
薬
情
報
や
健
康
診

断
の
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、重
複
処
方
や
多
剤
服
用
の

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。ぜ
ひ
マ

イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※�

薬
局
等
に
お
薬
手
帳
を
持
参
す

る
場
合
は
、必
ず
1
冊
に
ま
と
め

ま
し
ょ
う
。

※�

薬
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、医
師
や
薬
剤
師
に
必

ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
あ
う

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課
　
保
険
年
金
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
4

　
冬
期
間
に
か
け
て
、気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
く
な

り
ま
す
。長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
や
水
道
を
使
用
し
な
い
場
合
は
特
に
注
意

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、防
寒
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
凍
り
や
す
い
水
道
管

・
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管

・�

風
当
た
り
が
強
く
、
日
か
げ
に
あ

る
水
道
管

・�

建
物
の
北
側
に
あ
る
水
道
管

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　
水
道
管
に
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布
な

ど
を
巻
い
て

ひ
も
で
結
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
空
洞
に

な
っ
て
い
て
水
道
管
が
露
出
し
て
い

る
状
態
で
す
。発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や

新
聞
紙
、布
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め

た
も
の
を
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
結
し
て

�

水
が
出
な
い
と
き
は

　
凍
結
し
た
水
道
管
を
熱
湯
な
ど
で

急
激
に
温
め
る
と
、水
道
管
に
亀
裂

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。水
道

管
や
蛇
口
な
ど
の
凍
結
し
て
い
る
部

分
に
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
、ぬ
る

ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
徐
々
に
溶

か
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
に
は

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を

閉
め
て
水
を
止
め
、日
野
町
の
指
定

給
水
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い（
修
繕
工
事
費
用
は
個

人
の
負
担
と
な
り
ま
す
）。

寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

水
道
管

水
道
管
のの
凍
結
凍
結
にに
ご
注
意

ご
注
意
く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

日野町指定
給水装置工事
事業者一覧

年末年始の予定

ごみは計画的に出しましょうごみは計画的に出しましょう
　年の瀬が近づき、大掃除などで大量のごみを
一度に出すと、クリーンわたむき（日野清掃セン
ター）や能登川清掃センターが大変混み合いま
す。年末・年始にかけてごみを出す場合は、一度
に出さず計画的に出すようにお願いします。

●クリーンわたむき（日野清掃センター）　８：30～12：00、13：00～16：30
　燃えるごみ、可燃性の粗大ごみ
●能登川清掃センター　８：30～12：00、13：00～16：30
　燃えないごみ、不燃性の粗大ごみ、可燃性の粗大ごみ

・詳しくは、日野町資源・ごみ収集カレンダーをご覧ください。
・�清掃センターへ直接搬入される場合は、搬入許可書が必要です。事前に交通環境政策課（閉庁日は日直室）で
手続きをしてください。

年末年始の
めざそう！ 一世帯一日 100gのごみ減量

12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5
クリーンわたむき × ○ ○※ × × × × × ○
能登川清掃センター ○ ○ ○※ × × × × × ○

※30日（火）は15:00までに搬入してください。

◆問い合わせ先　交通環境政策課　環境政策担当　☎ 0748-52-6578

○…搬入可能　　×…搬入不可　

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
上
下
水
道
課
　
上
水
道
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
6

12
月
3
日
水
～
12
月
9
日
火
は「
障
害
者
週
間
」で
す

～
誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て

�

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～

　「
障
害
者
基
本
法
」で
は
、
毎
年
12
月
3
日
～
9
日
を「
障
害
者
週
間
」と
定
め
て
い

ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」（
障
害
者
差
別
解
消
法
）で
は
、
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
を
尊
重
し

て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
不
当

な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
と
、
合
理
的
配
慮
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」で
は
、
障
が
い

者
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
障
が
い
者
を
発
見

し
た
場
合
、
生
命
に
重
大
な
危
険
が
あ
る
場
合
だ

け
で
な
く
、「
虐
待
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
」と
い
う
疑
い
の
段
階
で
速
や
か
に
通
報
す
る

義
務
が
あ
り
、
障
が
い
者
の
尊
厳
を
守
り
虐
待
の

早
期
発
見
・
未
然
防
止
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　「
障
害
者
週
間
」を
機
会
と
し
て
、
障
が
い
の
あ

る
人
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
保
健
課
　
福
祉
担
当
　
☎
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7
4
8-

5
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7
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★３Ｒの推進について
　地球環境への負担を低減するため、ごみの発生を減らす
とともに、ごみを適切に分別し、資源として有効利用する３Ｒ
（リデュース、リユース、リサイクル）に取り組みましょう。

中部清掃組合ごみ分別辞典

年末年始の清掃センターへのごみの持ち込み可能日をお知らせします
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皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
は
医

療
保
険
の
財
源
の
一
つ
で
す
が
、

医
療
費
が
増
え
る
と
、保
険
税
も

上
が
り
ま
す
。医
療
機
関
の
適
正

受
診
な
ど
に
よ
り
医
療
費
の
節

約
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

重
複
受
診
を
控
え
ま
し
ょ
う

　
同
じ
病
気
で
同
時
期
に
複
数

の
医
療
機
関
に
か
か
る
と
、そ
の

た
び
に
初
診
料
が
必
要
に
な
り
、

前
の
医
療
機
関
と
同
じ
検
査
や

処
置・投
薬
な
ど
を
行
う
の
で
医

療
費
に
も
体
に
も
負
担
が
か
か

り
ま
す
。

平
日
の
時
間
内
に
受
診
し
ま

し
ょ
う

　
休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外

診
療
は
、医
療
費
が
高
く
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。緊
急
時
以
外
は
平

日
の
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

か
か
り
つ
け
医・か
か
り
つ
け
薬

剤
師
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、健
康
状

態
な
ど
を
把
握
し
、健
康
管
理
や

保
健
指
導
を
行
う
医
師
の
こ
と

で
す
。必
要
に
応
じ
て
専
門
医
に

紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
え
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
で
は
、複

数
の
医
療
機
関
で
処し

ょ

方ほ
う

箋せ
ん

を
も

ら
っ
て
い
る
場
合
に
、薬
の
飲
み

あ
わ
せ
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

も
ら
え
ま
す
。

　
聞
き
た
い
こ
と
や
伝
え
た
い

こ
と（
既
往
症
、自
覚
症
状
、薬
、

ア
レ
ル
ギ
ー
等
）を
事
前
に
ま
と

め
て
お
く
と
、医
師
や
薬
剤
師
に

す
ぐ
に
相
談
で
き
て
安
心
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用

し
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、厚

生
労
働
省
が
、こ
れ
ま
で
効
き
目

や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
き
た

新
薬（
先
発
医
薬
品
）と
同
等
の

効
能
を
認
め
た
も
の
で
、開
発
費

が
低
く
抑
え
ら
れ
る
た
め
低
価

格
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、令
和
6
年
10
月
か
ら
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る

薬
で
、先
発
医
薬
品
の
処
方
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、医
療
費
の
自

己
負
担
分
に
特
別
の
料
金
が
加

算
さ
れ
て
い
ま
す
。医
師
や
薬
剤

師
と
相
談
の
上
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
積
極
的
な
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。※
先
発
医
薬
品
を

処
方
す
る
医
療
上
の
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、特
別

の
料
金
は
要
り
ま
せ
ん
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
防
止
し

ま
し
ょ
う

　
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
は
、多

く
の
薬
を
服
用
す
る
こ
と
に
よ

り
副
作
用
な
ど
の
有
害
事
象
を

起
こ
す
こ
と
で
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
活
用
す
れ

ば
、過
去
の
お
薬
情
報
や
健
康
診

断
の
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
、重
複
処
方
や
多
剤
服
用
の

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。ぜ
ひ
マ

イ
ナ
保
険
証
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※�

薬
局
等
に
お
薬
手
帳
を
持
参
す

る
場
合
は
、必
ず
1
冊
に
ま
と
め

ま
し
ょ
う
。

※�

薬
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、医
師
や
薬
剤
師
に
必

ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
あ
う

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課
　
保
険
年
金
担
当
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冬
期
間
に
か
け
て
、気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
く
な

り
ま
す
。長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
や
水
道
を
使
用
し
な
い
場
合
は
特
に
注
意

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、防
寒
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
凍
り
や
す
い
水
道
管

・
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管

・�

風
当
た
り
が
強
く
、
日
か
げ
に
あ

る
水
道
管

・�

建
物
の
北
側
に
あ
る
水
道
管

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　
水
道
管
に
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布
な

ど
を
巻
い
て

ひ
も
で
結
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
空
洞
に

な
っ
て
い
て
水
道
管
が
露
出
し
て
い

る
状
態
で
す
。発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や

新
聞
紙
、布
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め

た
も
の
を
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
結
し
て

�

水
が
出
な
い
と
き
は

　
凍
結
し
た
水
道
管
を
熱
湯
な
ど
で

急
激
に
温
め
る
と
、水
道
管
に
亀
裂

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。水
道

管
や
蛇
口
な
ど
の
凍
結
し
て
い
る
部

分
に
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
、ぬ
る

ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
徐
々
に
溶

か
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
に
は

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を

閉
め
て
水
を
止
め
、日
野
町
の
指
定

給
水
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い（
修
繕
工
事
費
用
は
個

人
の
負
担
と
な
り
ま
す
）。

寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

水
道
管

水
道
管
のの
凍
結
凍
結
にに
ご
注
意

ご
注
意
く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

日野町指定
給水装置工事
事業者一覧

年末年始の予定

ごみは計画的に出しましょうごみは計画的に出しましょう
　年の瀬が近づき、大掃除などで大量のごみを
一度に出すと、クリーンわたむき（日野清掃セン
ター）や能登川清掃センターが大変混み合いま
す。年末・年始にかけてごみを出す場合は、一度
に出さず計画的に出すようにお願いします。

●クリーンわたむき（日野清掃センター）　８：30～12：00、13：00～16：30
　燃えるごみ、可燃性の粗大ごみ
●能登川清掃センター　８：30～12：00、13：00～16：30
　燃えないごみ、不燃性の粗大ごみ、可燃性の粗大ごみ

・詳しくは、日野町資源・ごみ収集カレンダーをご覧ください。
・�清掃センターへ直接搬入される場合は、搬入許可書が必要です。事前に交通環境政策課（閉庁日は日直室）で
手続きをしてください。

年末年始の
めざそう！ 一世帯一日 100gのごみ減量

12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5
クリーンわたむき × ○ ○※ × × × × × ○
能登川清掃センター ○ ○ ○※ × × × × × ○

※30日（火）は15:00までに搬入してください。

◆問い合わせ先　交通環境政策課　環境政策担当　☎ 0748-52-6578

○…搬入可能　　×…搬入不可　

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
上
下
水
道
課
　
上
水
道
担
当
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12
月
3
日
水
～
12
月
9
日
火
は「
障
害
者
週
間
」で
す

～
誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て

�

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
～

　「
障
害
者
基
本
法
」で
は
、
毎
年
12
月
3
日
～
9
日
を「
障
害
者
週
間
」と
定
め
て
い

ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」（
障
害
者
差
別
解
消
法
）で
は
、
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
を
尊
重
し

て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
不
当

な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
と
、
合
理
的
配
慮
に
つ

い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」で
は
、
障
が
い

者
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
障
が
い
者
を
発
見

し
た
場
合
、
生
命
に
重
大
な
危
険
が
あ
る
場
合
だ

け
で
な
く
、「
虐
待
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
」と
い
う
疑
い
の
段
階
で
速
や
か
に
通
報
す
る

義
務
が
あ
り
、
障
が
い
者
の
尊
厳
を
守
り
虐
待
の

早
期
発
見
・
未
然
防
止
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　「
障
害
者
週
間
」を
機
会
と
し
て
、
障
が
い
の
あ

る
人
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
保
健
課
　
福
祉
担
当
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4
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★３Ｒの推進について
　地球環境への負担を低減するため、ごみの発生を減らす
とともに、ごみを適切に分別し、資源として有効利用する３Ｒ
（リデュース、リユース、リサイクル）に取り組みましょう。

中部清掃組合ごみ分別辞典

年末年始の清掃センターへのごみの持ち込み可能日をお知らせします
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■…休館日　　　○…えいが会　　　◇…託児サービス
■…おはなし会　■…おひざでだっこのおはなし会

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
１月

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
12月

◆問い合わせ先　日野町立図書館
☎0748-53-1644

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

「おはなし会」� 12月13日(土)11：00～（30分程度）�
� テーマ「クリスマス」�※工作会も行います。
「おひざでだっこのおはなし会」
� 12月20日(土)�11：00～（20分程度）
� �3歳くらいまでの親子を対象に絵本や手遊

び、わらべうたなどをしています。
「託児サービス」� �12月10日(水)、17日(水)10：00～12：00　�

0～3歳のお子さんが対象です。
「えいが会」� �12月21日(日)�14：00～『縁の下のイミグレ』

2023年／日本(77分)

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756
返却ポストをご利用ください
�　閉館時に返却するときは、玄関横の返却ポストをご利
用ください。ポストは、本・雑誌用の広い投入口とCD・
DVD・ビデオ用の狭い投入口に分かれています。CD・
DVD等は破損しないよう、緑色
の貸出袋に入れてお返しくださ
い。また、他の図書館から借り
た本は、開館中にカウンターに
お返しください。

※行事・サービスは中止になる場合があります。

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

『�市民がつくる、わがまちの誇り��� �
シビック・プライド政策の理論と実際』� 松

まつした

下啓
けいいち

一／著　水曜社

　郷土への愛着や誇り、共感といった
思いや当事者意識でまちづくりに参加
するシビック・プライドを解説した本
です。図書館では、本書のような、まち
づくりのヒント・アイデアにつながる
ような図書を集めた「ともに創るまち　
まちづくりのヒント」コーナーを常設
しています。

～町長コラム～

日野町長　堀江 和博

　
昨
年
12
月
の
本
コ
ラ
ム
で
、骨
髄
バ

ン
ク
ド
ナ
ー
候
補
者
に
選
ば
れ
た
こ
と

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。そ
し
て
今
年
、詳

し
い
時
期
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

５
日
程
度
の
入
院
を
経
て
、骨
髄
提
供

を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
実
際
の
提
供
方
法
は「
末ま

っ

梢し
ょ
う

血け
っ

幹か
ん

細さ
い

胞ぼ
う

移い

植し
ょ
く」と
い
う
も
の
で
、骨
髄
に
針
を

刺
す
方
法
で
は
な
く
、全
身
麻
酔
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
方
法
は
、

G
‒
C
S
F
と
い
う
白
血
球
を
増
や
す

薬
を
数
日
間
注
射
し
、血
液
中
に
幹
細

胞
を
増
や
し
て
か
ら
、成
分
献
血
と
同

じ
よ
う
な
機
械
で
幹
細
胞
だ
け
を
採
取

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。採
取
中
は
本

を
読
ん
だ
り
、看
護
師
さ
ん
と
お
話
し

し
た
り
と
、思
っ
て
い
た
よ
り
ず
っ
と

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
驚
い
た
の
は
回
復
の
早
さ
で
す
。退

院
後
の
体
調
は
普
段
通
り
で
、す
ぐ
に

公
務
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。周

囲
に
ご
心
配
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
な

く
、ス
ム
ー
ズ
に
完
了
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
経
験
で
心
か
ら
感
じ
た
の
は
、

周
り
の
方
々
の
理
解
と
支
え
の
あ
り
が

た
さ
で
す
。家
族
が
背
中
を
押
し
て
く

れ
、職
員
の
皆
さ
ん
も
心
強
く
送
り
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、骨
髄
バ
ン

ク
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
の
細
や

か
な
配
慮
や
、病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
温
か
い
励
ま
し
も
あ
り
、多
く
の
方

に
支
え
ら
れ
て
実
現
で
き
た
こ
と
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
幹
細
胞
を
受
け
取
っ
た
方
が
、

今
も
元
気
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
思
う
と
、な
ん
と
も
言
え
な
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。「
滋
賀
骨
髄
献
血
の
和

を
広
げ
る
会
」の
片か

た

岡お
か

会
長
と
後ご

藤と
う

日

野
町
議
会
議
員
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た「
命
の
リ

レ
ー
」が
、確
か
に
バ
ト
ン
を
渡
せ
た
ん

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
日
野
町
は
じ
め
県
内
各
自
治
体
で
は
、

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
へ
の
助
成
制
度
を

用
意
し
て
い
ま
す
。私
自
身
の
経
験
を

通
じ
て
、こ
れ
か
ら
も
一
人
の
人
間
と

し
て
、骨
髄
バ
ン
ク
の
普
及
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。一

人
で
も
多
く
の
方
に
ド
ナ
ー
登
録
を
し

て
い
た
だ
き
、多
く
の
命
が
救
わ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

骨髄提供を
終えて

～命のリレーを完走～

大
字
小こ

野の

　　
大
字
小
野
は
、竜
王
山
を
水
源
と
す
る
佐
久

良
川
の
支
流
前ま

え

川か
わ

上
流
部
山
間
に
位
置
し
、北

で
杣そ

ま

、南
で
西
明
寺
・
奥
師
、東
で
川
原
、西
で

中
之
郷
と
接
し
、集
落
は
、字
域
の
中
央
南
寄

り
の
前
川
の
北
岸
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
野
村
は
、江
戸
時
代
後
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た

地
誌
で
あ
る『
蒲が

も
う生
旧き

ゅ
う

趾し

考こ
う

』巻
九
に
よ
れ
ば
、

古
く
は
西
明
寺
村
に
属
し
、の
ち
に
分
か
れ
た

と
も
伝
わ
り
ま
す
。領
主
は
幕
府
と
旗
本
佐
野

氏
の
相あ

い
き
ゅ
う給
、鳥
羽
藩
土
井
氏
、鳥
羽
藩
大お

ぎ
ゅ
う給
松

平
氏
領
な
ど
を
経
て
宮
津
藩
本
庄
氏
で
幕
末

を
迎
え
ま
し
た
。

　
字
域
の
南
の
字「
石い

し

子こ

野の

」に
あ
る
標
高

3
4
2
・１
メ
ー
ト
ル
の
石
子
山
は
、花か

崗こ
う

岩が
ん

を
産
出
し
、『
近お

う
み江
輿よ

ち地
志し

略り
ゃ
く』の
な
か
に「
土

民
石
を
切
取
っ
て
業
と
す
」と
あ
る
よ
う
に
、

中
世
以
来
、石
仏
用
の
石
材
の
石
切
り
場
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

人
魚
塚
に
ま
つ
わ
る
伝
説

　　
小
野
の
字「
久く

ぜ世
ホ
サ
ツ
」に
は「
人
魚
塚
」

と
称
さ
れ
る
塚
が
あ
り
、次
の
よ
う
な
話
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
醍だ

い
ご醐
天
皇（
在
位
8
9
7
～
9
3
0
）の
こ

ろ
、蒲
生
川（
現
、日
野
川
）に
棲す

む
人
魚
が
災

い
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、都

か
ら
右
大
臣
の
菅す

が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真
と
中な

か
た
い
ら平
の
左
大
臣

を
派
遣
し
、退
治
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。人
魚

を
追
い
詰
め
た
道
真
が
天
皇
の
宣せ

ん

命み
ょ
う（
天
皇
の

命
令
）を
読
み
上
げ
る
と
人
魚
は
水
中
か
ら
跳

ね
出
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
弔
い
、そ
の
上

に
高
さ
３
尺（
約
90
セ
ン
チ
）の
石
を
墓
標
と

し
て
立
て
、そ
の
地
を
久く

せ世
旁ぼ

う

と
名
付
け
、都

へ
帰
っ
て
い
っ
た
。そ
の
縁
で
小
野
村
に
菅
原

道
真
を
祀
る
天
満
宮（
天て

ん

神じ
ん
じ
ゃ社
）が
祀
ら
れ
、そ

の「
人
魚
塚
」が
今
も
残
っ
て
い
る（『
東
櫻
谷

志
』）と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
人
魚
塚
伝
説
は
、『
日
本
書
紀
』推す

い
こ古

天
皇
27（
6
1
9
）年
４
月
の
人
魚
に
関
す
る

記
述
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。別
に
聖
徳
太
子
と
人
魚
が
関
わ
る
伝
説
も

あ
り
、こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、天
神
社
の
参
道

に
は
、「
聖
徳
太
子
の
腰こ

し

掛か
け

石い
し

」、も
し
く
は「
菅

原
道
真
の
腰
掛
石
」と
さ
れ
る
石
が
残
さ
れ
て

い
ま
す（『
近
江
日
野
の
歴
史
』第
六
巻
民
俗
編
、

『
東
櫻
谷
志
』）。

渡
来
人
を
祀
る
鬼
室
神
社

　　
小
野
の
集
落
の
東
、字「
西
ノ
海
道
」に
は
、

鬼き

室し
つ

神じ
ん
じ
ゃ社
が
あ
り
ま
す
。江
戸
時
代
ま
で
は

不
動
堂
で
し
た
が
、文
化
３（
1
8
0
6
）年

に
当
社
の
本
殿
裏
に
八
角
形
の
宝ほ

う
じ
ゅ
じ
ょ
う

珠
状
石
柱

が
鬼き

室し
つ

集し
ゅ
う

斯し

の
墓ぼ

碑ひ

で
あ
る
と
さ
れ
、以
来
、

人
々
の
崇
敬
を
受
け
て
い
ま
す
。明
治
以
降
は
、

西に
し
の
み
や宮
神
社
と
な
り
、昭
和
30（
1
9
5
5
）年
に

現
在
の
社
名
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
鬼
室
氏
は
、祖
先
は
百く

だ
ら済
王
族
の
姻い

ん
ぞ
く族

で
あ
る
と
い
い
、『
日
本
書
紀
』天て

ん
じ智
天
皇
８

（
６
６
９
）年
是
歳
に「
又
佐さ

平へ
い

余よ

自じ
し
ん信
・
佐
平

鬼
室
集
斯
等
、男
女
七
百
人
余
人
を
も
っ
て
、

近
江
国
の
蒲
生
郡
に
遷う

つ

し
居お

く
」と
あ
る
よ
う

に
６
６
０
年
に
滅
亡
し
た
百
済
か
ら
、当
時
友

好
関
係
に
あ
っ
た
日
本
へ
渡
っ
て
き
た
渡
来

人
で
、そ
の
知
識
や
技
術
が
必
要
と
さ
れ
、鬼

室
集
斯
は
学
問
に
関
す
る
最
も
重
要
な
役
職

「
学

ふ
み
の

職つ
か
さ
の
か
み
頭
」に
任
じ
ら
れ
ま
し
た（『
近
江
日
野

の
歴
史
』第
八
巻
史
料
編
）。

　
こ
の
鬼
室
氏
と
鬼
室
神
社
の
存
在
が
き
っ

か
け
と
な
り
、か
つ
て
の
百
済
の
都
で
、鬼
室

集
斯
の
父
・
鬼
室
福ふ

く

信し
ん

を
祀
る
恩う

ん

山ざ
ん

別べ
っ

神し
ん

堂ど
う

が
あ
る
韓
国
の
恩う

ん
ざ
ん
め
ん

山
面
と
日
野
町
が
平
成
２

（
１
９
９
０
）年
に
姉
妹
都
市
と
な
り
、現
在
も

交
流
を
行
っ
て
い
る
な
ど
、鬼
室
神
社
は
、古

代
か
ら
の
国
際
的
な
関
わ
り
の
重
要
な
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」　
☎
0
7
4
8-

5
2-

0
0
0
8

人
魚
塚

鬼
室
神
社
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年
12
月
の
本
コ
ラ
ム
で
、骨
髄
バ

ン
ク
ド
ナ
ー
候
補
者
に
選
ば
れ
た
こ
と

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。そ
し
て
今
年
、詳

し
い
時
期
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

５
日
程
度
の
入
院
を
経
て
、骨
髄
提
供

を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
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ま
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の
提
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方
法
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っ

梢し
ょ
う

血け
っ
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ん

細さ
い
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う

移い

植し
ょ
く」と
い
う
も
の
で
、骨
髄
に
針
を

刺
す
方
法
で
は
な
く
、全
身
麻
酔
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
方
法
は
、

G
‒
C
S
F
と
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う
白
血
球
を
増
や
す

薬
を
数
日
間
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射
し
、血
液
中
に
幹
細
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を
増
や
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て
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ら
、成
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献
血
と
同

じ
よ
う
な
機
械
で
幹
細
胞
だ
け
を
採
取

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。採
取
中
は
本

を
読
ん
だ
り
、看
護
師
さ
ん
と
お
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し

し
た
り
と
、思
っ
て
い
た
よ
り
ず
っ
と

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
驚
い
た
の
は
回
復
の
早
さ
で
す
。退

院
後
の
体
調
は
普
段
通
り
で
、す
ぐ
に

公
務
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。周

囲
に
ご
心
配
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
な

く
、ス
ム
ー
ズ
に
完
了
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
経
験
で
心
か
ら
感
じ
た
の
は
、

周
り
の
方
々
の
理
解
と
支
え
の
あ
り
が

た
さ
で
す
。家
族
が
背
中
を
押
し
て
く

れ
、職
員
の
皆
さ
ん
も
心
強
く
送
り
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、骨
髄
バ
ン

ク
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
の
細
や

か
な
配
慮
や
、病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
温
か
い
励
ま
し
も
あ
り
、多
く
の
方

に
支
え
ら
れ
て
実
現
で
き
た
こ
と
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
幹
細
胞
を
受
け
取
っ
た
方
が
、

今
も
元
気
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
思
う
と
、な
ん
と
も
言
え
な
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。「
滋
賀
骨
髄
献
血
の
和

を
広
げ
る
会
」の
片か

た

岡お
か

会
長
と
後ご

藤と
う

日

野
町
議
会
議
員
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た「
命
の
リ

レ
ー
」が
、確
か
に
バ
ト
ン
を
渡
せ
た
ん

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
日
野
町
は
じ
め
県
内
各
自
治
体
で
は
、

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
へ
の
助
成
制
度
を

用
意
し
て
い
ま
す
。私
自
身
の
経
験
を

通
じ
て
、こ
れ
か
ら
も
一
人
の
人
間
と

し
て
、骨
髄
バ
ン
ク
の
普
及
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。一

人
で
も
多
く
の
方
に
ド
ナ
ー
登
録
を
し

て
い
た
だ
き
、多
く
の
命
が
救
わ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

骨髄提供を
終えて

～命のリレーを完走～

大
字
小こ

野の

　　
大
字
小
野
は
、竜
王
山
を
水
源
と
す
る
佐
久

良
川
の
支
流
前ま

え

川か
わ

上
流
部
山
間
に
位
置
し
、北

で
杣そ

ま

、南
で
西
明
寺
・
奥
師
、東
で
川
原
、西
で

中
之
郷
と
接
し
、集
落
は
、字
域
の
中
央
南
寄

り
の
前
川
の
北
岸
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
野
村
は
、江
戸
時
代
後
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た

地
誌
で
あ
る『
蒲が

も
う生

旧き
ゅ
う

趾し

考こ
う

』巻
九
に
よ
れ
ば
、

古
く
は
西
明
寺
村
に
属
し
、の
ち
に
分
か
れ
た

と
も
伝
わ
り
ま
す
。領
主
は
幕
府
と
旗
本
佐
野

氏
の
相あ

い
き
ゅ
う給

、鳥
羽
藩
土
井
氏
、鳥
羽
藩
大お

ぎ
ゅ
う給

松

平
氏
領
な
ど
を
経
て
宮
津
藩
本
庄
氏
で
幕
末

を
迎
え
ま
し
た
。

　
字
域
の
南
の
字「
石い

し

子こ

野の

」に
あ
る
標
高

3
4
2
・１
メ
ー
ト
ル
の
石
子
山
は
、花か

崗こ
う

岩が
ん

を
産
出
し
、『
近お

う
み江

輿よ

ち地
志し

略り
ゃ
く』の

な
か
に「
土

民
石
を
切
取
っ
て
業
と
す
」と
あ
る
よ
う
に
、

中
世
以
来
、石
仏
用
の
石
材
の
石
切
り
場
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

人
魚
塚
に
ま
つ
わ
る
伝
説

　　
小
野
の
字「
久く

ぜ世
ホ
サ
ツ
」に
は「
人
魚
塚
」

と
称
さ
れ
る
塚
が
あ
り
、次
の
よ
う
な
話
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
醍だ

い
ご醐
天
皇（
在
位
8
9
7
～
9
3
0
）の
こ

ろ
、蒲
生
川（
現
、日
野
川
）に
棲す

む
人
魚
が
災

い
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、都

か
ら
右
大
臣
の
菅す

が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真
と
中な

か
た
い
ら平
の
左
大
臣

を
派
遣
し
、退
治
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。人
魚

を
追
い
詰
め
た
道
真
が
天
皇
の
宣せ

ん

命み
ょ
う（
天
皇
の

命
令
）を
読
み
上
げ
る
と
人
魚
は
水
中
か
ら
跳

ね
出
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
弔
い
、そ
の
上

に
高
さ
３
尺（
約
90
セ
ン
チ
）の
石
を
墓
標
と

し
て
立
て
、そ
の
地
を
久く

せ世
旁ぼ

う

と
名
付
け
、都

へ
帰
っ
て
い
っ
た
。そ
の
縁
で
小
野
村
に
菅
原

道
真
を
祀
る
天
満
宮（
天て

ん

神じ
ん
じ
ゃ社
）が
祀
ら
れ
、そ

の「
人
魚
塚
」が
今
も
残
っ
て
い
る（『
東
櫻
谷

志
』）と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
人
魚
塚
伝
説
は
、『
日
本
書
紀
』推す

い
こ古

天
皇
27（
6
1
9
）年
４
月
の
人
魚
に
関
す
る

記
述
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。別
に
聖
徳
太
子
と
人
魚
が
関
わ
る
伝
説
も

あ
り
、こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、天
神
社
の
参
道

に
は
、「
聖
徳
太
子
の
腰こ

し

掛か
け

石い
し

」、も
し
く
は「
菅

原
道
真
の
腰
掛
石
」と
さ
れ
る
石
が
残
さ
れ
て

い
ま
す（『
近
江
日
野
の
歴
史
』第
六
巻
民
俗
編
、

『
東
櫻
谷
志
』）。

渡
来
人
を
祀
る
鬼
室
神
社

　　
小
野
の
集
落
の
東
、字「
西
ノ
海
道
」に
は
、

鬼き

室し
つ

神じ
ん
じ
ゃ社

が
あ
り
ま
す
。江
戸
時
代
ま
で
は

不
動
堂
で
し
た
が
、文
化
３（
1
8
0
6
）年

に
当
社
の
本
殿
裏
に
八
角
形
の
宝ほ

う
じ
ゅ
じ
ょ
う

珠
状
石
柱

が
鬼き

室し
つ

集し
ゅ
う

斯し

の
墓ぼ

碑ひ

で
あ
る
と
さ
れ
、以
来
、

人
々
の
崇
敬
を
受
け
て
い
ま
す
。明
治
以
降
は
、

西に
し
の
み
や宮

神
社
と
な
り
、昭
和
30（
1
9
5
5
）年
に

現
在
の
社
名
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
鬼
室
氏
は
、祖
先
は
百く

だ
ら済

王
族
の
姻い

ん
ぞ
く族

で
あ
る
と
い
い
、『
日
本
書
紀
』天て

ん
じ智

天
皇
８

（
６
６
９
）年
是
歳
に「
又
佐さ

平へ
い

余よ

自じ
し
ん信

・
佐
平

鬼
室
集
斯
等
、男
女
七
百
人
余
人
を
も
っ
て
、

近
江
国
の
蒲
生
郡
に
遷う

つ

し
居お

く
」と
あ
る
よ
う

に
６
６
０
年
に
滅
亡
し
た
百
済
か
ら
、当
時
友

好
関
係
に
あ
っ
た
日
本
へ
渡
っ
て
き
た
渡
来

人
で
、そ
の
知
識
や
技
術
が
必
要
と
さ
れ
、鬼

室
集
斯
は
学
問
に
関
す
る
最
も
重
要
な
役
職

「
学

ふ
み
の

職つ
か
さ
の
か
み
頭
」に
任
じ
ら
れ
ま
し
た（『
近
江
日
野

の
歴
史
』第
八
巻
史
料
編
）。

　
こ
の
鬼
室
氏
と
鬼
室
神
社
の
存
在
が
き
っ

か
け
と
な
り
、か
つ
て
の
百
済
の
都
で
、鬼
室

集
斯
の
父
・
鬼
室
福ふ

く

信し
ん

を
祀
る
恩う

ん

山ざ
ん

別べ
っ

神し
ん

堂ど
う

が
あ
る
韓
国
の
恩う

ん
ざ
ん
め
ん

山
面
と
日
野
町
が
平
成
２

（
１
９
９
０
）年
に
姉
妹
都
市
と
な
り
、現
在
も

交
流
を
行
っ
て
い
る
な
ど
、鬼
室
神
社
は
、古

代
か
ら
の
国
際
的
な
関
わ
り
の
重
要
な
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」　
☎
0
7
4
8-
5
2-

0
0
0
8

人
魚
塚

鬼
室
神
社
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新春恒例 
「令和８年消防協会日野支部 

消防出初式」
　年始めに消防団員が一堂に会し、日
ごろの消防団活動に対する表彰式典を
行った後、消防団の全車両が参加した
祝賀パレードや各分団カラーの水を放
出する祝賀放水が披露されます。ぜひ
ご覧ください。

とき・ところ／1月1１日（日）
　式典：14：00～　日野公民館
　祝賀パレード：15：30ごろ～
　　日野公民館～日野町役場間
　祝賀放水：16：00ごろ～
　　出雲川（図書館付近）

問 総務課　総務担当
☎0748-52-6500

通年軽装勤務を 
実施しています

　役場では、公務能率および行政
サービスの向上を図るとともに、省
エネルギーの一層の推進を図るため、
年間を通して快適で働きやすい服装

（ノーネクタイ・ノージャケット等）
での勤務を実施しています。
　来庁される皆さんにおかれまして
は、取り組みへのご理解をよろしく
お願いいたします。

問 総務課　総務担当
☎0748-52-6500

近江八幡税務署からの 
お知らせ

○ 確定申告会場は令和8年2月16日
（月）から開設します

　会場開設前については、近江八幡税
務署が事前予約制で1月5日～2月13日
の期間で申告相談を実施します。希望さ
れる場合は、LINEまたは電話による事
前予約が必要です（電話予約開始日は
12月22日です）。当日は、申告に必要
な書類を持参の上、お越しください。
　2月16日以降は原則、LINEによる予
約が必要となります（LINE予約がない場

合には当日、入場できない場合がありま
す）。また、2月16日からは税務署で当
日券の配布も行いますが、配付状況に
よっては、後日の来場をお願いする場合
があります。なお、作成済申告書の提
出のみであれば、予約は不要です。
　申告会場に来場の際は、①スマート
フォン②マイナンバーカード③マイナン
バーカードの暗証番号２種類（利用者証
明電子証明書：数字４桁、署名用電子証
明書：英数字6～16桁）を忘れずに持参
してください。
　なお、マイナンバーカードの電子証明
書の暗証番号が不明な場合は、日野町
住民課住民担当にお問い合わせくださ
い。※窓口で署名用電子証明書の発行
手続きをした際、使用するまでには日数
を要する可能性があります。

〇 スマホでの確定申告がさらに簡単
になります

　スマホとマイナンバーカードがあれば、
自宅等で簡単・便利に確定申告書を作
成・送信することができます。詳しくは、
国税庁ホームページをご覧ください。

国税庁
ホームページ

問
【確定申告に関すること】
近江八幡税務署
☎0748-33-3141

【マイナンバーカードに関すること】
住民課　住民担当
☎0748-52-6571

１月のし尿収集カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
　し尿収集の予約は5営業日前ま
でに申し込んでください。

し尿収集はお休みです

クリーンぬのびき広域事業協同組合
☎0748-23-0107

お知らせ
＼ 今月の ／

2025.12

　
各
地
区
の
子
育
て
サ
ロ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
が
合
同
で
企

画
し
た
「
い
ち
ご
劇
場
」
さ
ん
に
よ
る
お
楽
し
み
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
バ
ル
ー
ン
、
マ
ジ
ッ

ク
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
と
　
き
】　
1
月
6
日
（
火
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
（
受
付
10
時
15
分
～
）

【
と
こ
ろ
】　
西
大
路
公
民
館
　
ホ
ー
ル

【
対
　
象
】　 

0
～
3
歳
く
ら
い
の
未
就
園
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者

＊
き
ょ
う
だ
い
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

【
参
加
費
】　
無
料

【
定
　
員
】　
40
組
（
先
着
順
）

＊ 

12
月
25
日（
木
）ま
で
に
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
申
込
方
法
】

　
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
つ
ど

い
の
ひ
ろ
ば
『
ぽ
け
っ
と
』
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
募
集
テ
ー
マ
】

　「
桃
」「
梅
」「
桜
」「
ひ
な
祭
」「
日
野
商
人
」「
富
士
山
」

　 

富
士
宮
で
醸
造
業
を
営
ん
で
い
た
山
中
正
吉
家
に
ち
な
み
、
日

野
商
人
と
富
士
山
を
作
品
の
テ
ー
マ
に
追
加
し
ま
し
た
。

【
応
募
締
め
切
り
】

　
令
和
8
年
1
月
31
日
（
土
）　
当
日
消
印
有
効

【
作
品
の
大
き
さ
】　
郵
便
ハ
ガ
キ
の
大
き
さ
（
厳
守
）

【
応
募
方
法
】

　 

ハ
ガ
キ
の
表
面
に
住
所
・
名
前
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
必
ず
封
筒
に
入
れ
て
下
記
の
応
募
先
へ
郵
送
ま
た
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

【
応
募
点
数
】　
1
人
2
点
ま
で

【
賞
】

　
大
　
賞
（
1
点
）
… 

日
野
菜
漬
け
詰
め
合
わ
せ
を
贈
呈

　
優
秀
賞
（
2
点
）
…
記
念
品
を
贈
呈

　
佳
　
作
（
3
点
）
…
景
品
を
贈
呈

　
観
覧
者
の
投
票
で
決
ま
り
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

　
令
和
8
年
2
月
8
日
（
日
）
～
3
月
8
日
（
日
）

「
い
ち
ご
劇
場
さ
ん
の

「
い
ち
ご
劇
場
さ
ん
の

　わ
く
わ
く
シ
ョ
ー
」を

　わ
く
わ
く
シ
ョ
ー
」を

��

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

第第
1010
回回  

日
野
ひ
い
な
の

日
野
ひ
い
な
の

絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル

絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

作
品
募
集
!!!!

◆
問
い
合
わ
せ
先

　つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
『
ぽ
け
っ
と
』

�

☎
0
7
4
8-

5
3-

2
5
2
4

　各
地
区
子
育
て
サ
ロ
ン
の
ス
タ
ッ
フ

�

（
子
育
て
サ
ロ
ン
開
催
時
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」

　絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
担
当

　〒
5
2
9-

1
6
2
8

　日
野
町
西
大
路
1
2
6
4
番
地

�

☎
0
7
4
8-

5
2-

0
0
0
8

新
春
　
子
育
て
サ
ロ
ン
合
同
イ
ベ
ン
ト

新
春
　
子
育
て
サ
ロ
ン
合
同
イ
ベ
ン
ト

開
館
開
館
1010
周
年
を
記
念
し
て

周
年
を
記
念
し
て

　
　
　今
年
も
開
催
し
ま
す
。
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ご
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ご
応
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申込フォーム
受付完了の
返信メールを
確認してください

布引斎苑休苑日 
1月1日木㈷

行政相談行政相談
とき／ 毎月第３木曜日（祝日を除く）

9：00～12：00
　　　（受付　11：30まで）
ところ／勤労福祉会館１階相談室

総務課　総務担当
☎0748-52-6500

よろず相談よろず相談
とき／ 毎週木曜日（祝日、第３木曜

日を除く）  9：00～12：00
　　　（受付　11：30まで）
　　　 第２・４木曜日は、人権特

設相談も兼ねています。
ところ／勤労福祉会館１階相談室

日野町社会福祉協議会
☎0748-52-8080

相談室

休日診療の歯医者さん（年末年始）

12月30日火
藤居歯科医院 東近江市林町9-2 ☎0748-42-0240

堀歯科医院 日野町松尾二丁目
25番地 ☎0748-53-3520

12月31日水
マナベ歯科医院 近江八幡市安土町

西老蘇58-16 ☎0748-46-6480

門坂歯科医院 日野町大窪203 ☎0748-53-0118

1月1日木 サンロード黒岩歯科 近江八幡市鷹飼町
1521 ☎0748-31-2711

1月2日金 あかい歯科医院 近江八幡市池田本町
1101-8 ☎0748-32-2223

1月3日土
コウ歯科クリニック 竜王町小口1658-1 ☎0748-26-5588

伊東歯科クリニック 近江八幡市鷹飼町
北三丁目7-6 ☎0748-34-6091

1月４日日
藤関歯科医院 近江八幡市安土町

上豊浦1213-1 ☎0748-46-4567

阿部D歯科医院 東近江市種町1710-4 ☎0748-36-3022

　
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
、
認
知
症
に
つ
い
て
「
知
る
」「
話
を
す
る
」「
聞
い

て
も
ら
う
」
こ
と
の
で
き
る
カ
フ
ェ
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タ
イ
ル
の
交
流
場

所
で
す
。
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ク
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ｇ
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ｏ
」

を
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健
康
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ェ
ッ
ク
を
体
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た
だ
け
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す
。

【
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館
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0
円
、
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前
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み
不
要
で

す
。
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。
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９
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おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ

新春恒例 
「令和８年消防協会日野支部 

消防出初式」
　年始めに消防団員が一堂に会し、日
ごろの消防団活動に対する表彰式典を
行った後、消防団の全車両が参加した
祝賀パレードや各分団カラーの水を放
出する祝賀放水が披露されます。ぜひ
ご覧ください。

とき・ところ／1月1１日（日）
　式典：14：00～　日野公民館
　祝賀パレード：15：30ごろ～
　　日野公民館～日野町役場間
　祝賀放水：16：00ごろ～
　　出雲川（図書館付近）

問 総務課　総務担当
☎0748-52-6500

通年軽装勤務を 
実施しています

　役場では、公務能率および行政
サービスの向上を図るとともに、省
エネルギーの一層の推進を図るため、
年間を通して快適で働きやすい服装

（ノーネクタイ・ノージャケット等）
での勤務を実施しています。
　来庁される皆さんにおかれまして
は、取り組みへのご理解をよろしく
お願いいたします。

問 総務課　総務担当
☎0748-52-6500

近江八幡税務署からの 
お知らせ

○ 確定申告会場は令和8年2月16日
（月）から開設します

　会場開設前については、近江八幡税
務署が事前予約制で1月5日～2月13日
の期間で申告相談を実施します。希望さ
れる場合は、LINEまたは電話による事
前予約が必要です（電話予約開始日は
12月22日です）。当日は、申告に必要
な書類を持参の上、お越しください。
　2月16日以降は原則、LINEによる予
約が必要となります（LINE予約がない場

合には当日、入場できない場合がありま
す）。また、2月16日からは税務署で当
日券の配布も行いますが、配付状況に
よっては、後日の来場をお願いする場合
があります。なお、作成済申告書の提
出のみであれば、予約は不要です。
　申告会場に来場の際は、①スマート
フォン②マイナンバーカード③マイナン
バーカードの暗証番号２種類（利用者証
明電子証明書：数字４桁、署名用電子証
明書：英数字6～16桁）を忘れずに持参
してください。
　なお、マイナンバーカードの電子証明
書の暗証番号が不明な場合は、日野町
住民課住民担当にお問い合わせくださ
い。※窓口で署名用電子証明書の発行
手続きをした際、使用するまでには日数
を要する可能性があります。

〇 スマホでの確定申告がさらに簡単
になります

　スマホとマイナンバーカードがあれば、
自宅等で簡単・便利に確定申告書を作
成・送信することができます。詳しくは、
国税庁ホームページをご覧ください。

国税庁
ホームページ

問
【確定申告に関すること】
近江八幡税務署
☎0748-33-3141

【マイナンバーカードに関すること】
住民課　住民担当
☎0748-52-6571

１月のし尿収集カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
　し尿収集の予約は5営業日前ま
でに申し込んでください。

し尿収集はお休みです

クリーンぬのびき広域事業協同組合
☎0748-23-0107

お知らせ
＼ 今月の ／

2025.12

　
各
地
区
の
子
育
て
サ
ロ
ン
の
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で
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画
し
た
「
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ち
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劇
場
」
さ
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に
よ
る
お
楽
し
み
イ
ベ

ン
ト
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す
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
バ
ル
ー
ン
、
マ
ジ
ッ

ク
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
と
　
き
】　
1
月
6
日
（
火
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
（
受
付
10
時
15
分
～
）

【
と
こ
ろ
】　
西
大
路
公
民
館
　
ホ
ー
ル

【
対
　
象
】　 

0
～
3
歳
く
ら
い
の
未
就
園
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者

＊
き
ょ
う
だ
い
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

【
参
加
費
】　
無
料

【
定
　
員
】　
40
組
（
先
着
順
）

＊ 

12
月
25
日（
木
）ま
で
に
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
申
込
方
法
】

　
申
込
フ
ォ
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ム
ま
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ど

い
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ろ
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『
ぽ
け
っ
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』
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
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　「
桃
」「
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」「
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」「
ひ
な
祭
」「
日
野
商
人
」「
富
士
山
」

　 

富
士
宮
で
醸
造
業
を
営
ん
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い
た
山
中
正
吉
家
に
ち
な
み
、
日

野
商
人
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富
士
山
を
作
品
の
テ
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マ
に
追
加
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ま
し
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効
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ガ
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前
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上
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応
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送
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持

参
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だ
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菜
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2
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投
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催
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の

「
い
ち
ご
劇
場
さ
ん
の

　わ
く
わ
く
シ
ョ
ー
」を

　わ
く
わ
く
シ
ョ
ー
」を

��

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

第第
1010
回回  

日
野
ひ
い
な
の

日
野
ひ
い
な
の

絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル

絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

作
品
募
集
!!!!

◆
問
い
合
わ
せ
先

　つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
『
ぽ
け
っ
と
』

�

☎
0
7
4
8-

5
3-

2
5
2
4

　各
地
区
子
育
て
サ
ロ
ン
の
ス
タ
ッ
フ

�

（
子
育
て
サ
ロ
ン
開
催
時
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」

　絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル
担
当

　〒
5
2
9-

1
6
2
8

　日
野
町
西
大
路
1
2
6
4
番
地

�

☎
0
7
4
8-

5
2-

0
0
0
8

新
春
　
子
育
て
サ
ロ
ン
合
同
イ
ベ
ン
ト

新
春
　
子
育
て
サ
ロ
ン
合
同
イ
ベ
ン
ト

開
館
開
館
1010
周
年
を
記
念
し
て

周
年
を
記
念
し
て

　
　
　今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
　
　今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申込フォーム
受付完了の
返信メールを
確認してください

布引斎苑休苑日 
1月1日木㈷

行政相談行政相談
とき／ 毎月第３木曜日（祝日を除く）

9：00～12：00
　　　（受付　11：30まで）
ところ／勤労福祉会館１階相談室

総務課　総務担当
☎0748-52-6500

よろず相談よろず相談
とき／ 毎週木曜日（祝日、第３木曜

日を除く）  9：00～12：00
　　　（受付　11：30まで）
　　　 第２・４木曜日は、人権特

設相談も兼ねています。
ところ／勤労福祉会館１階相談室

日野町社会福祉協議会
☎0748-52-8080

相談室

休日診療の歯医者さん（年末年始）

12月30日火
藤居歯科医院 東近江市林町9-2 ☎0748-42-0240

堀歯科医院 日野町松尾二丁目
25番地 ☎0748-53-3520

12月31日水
マナベ歯科医院 近江八幡市安土町

西老蘇58-16 ☎0748-46-6480

門坂歯科医院 日野町大窪203 ☎0748-53-0118

1月1日木 サンロード黒岩歯科 近江八幡市鷹飼町
1521 ☎0748-31-2711

1月2日金 あかい歯科医院 近江八幡市池田本町
1101-8 ☎0748-32-2223

1月3日土
コウ歯科クリニック 竜王町小口1658-1 ☎0748-26-5588

伊東歯科クリニック 近江八幡市鷹飼町
北三丁目7-6 ☎0748-34-6091

1月４日日
藤関歯科医院 近江八幡市安土町

上豊浦1213-1 ☎0748-46-4567

阿部D歯科医院 東近江市種町1710-4 ☎0748-36-3022
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●問い合わせ先　日野町健康推進協議会事務局（福祉保健課内）　☎０７４８‒５２‒６５７４

おすすめ料理健康推進員

小松菜と高野豆腐の鶏だし鍋小松菜と高野豆腐の鶏だし鍋

（１人分）食塩相当量　2.3ｇ　野菜の量　135ｇ

材料（２人分） 作り方
① 高野豆腐は水につけて戻し軽く水気を切
り、短冊切りにする。小松菜は長さ3cm
に切る。にんじんは長さ3cmの短冊切り
にする。長ねぎは幅1cmの斜め切りにす
る。しょうがはせん切りにする。

② 鍋にだし汁、しょうがを入れて中火にか
け、煮立ったら鶏ひき肉を小さくまとめ
て、そっと鍋に落とし入れる。アクを取
りAを加える。

③ にんじん、高野豆腐、小松菜、長ねぎを
順に加え、煮立ったら弱火にして5分程
煮る。

●鶏ひき肉……………………100ｇ
●高野豆腐 ……………………2枚
●小松菜 ………… 3/4束（150ｇ）
●にんじん……………1/3本（50ｇ）
●長ねぎ ……………1/2本（50ｇ）
●だし汁…………………… 400㎖
●しょうが …………… 1かけ（20g）
　●酒 ……………………大さじ2
　●しょうゆ ………………大さじ1
　●塩 …………………小さじ1/4
A

　高野豆腐は、高たんぱく、低糖質
でカルシウムや鉄分も多く含まれてい
る食品です。小松菜も栄養価が高く、
最強の鍋メニューです。ぜひお試し
ください！

　高野豆腐は、高たんぱく、低糖質
でカルシウムや鉄分も多く含まれてい
る食品です。小松菜も栄養価が高く、
最強の鍋メニューです。ぜひお試し
ください！

行事内容 日程・時間 対象者・内容など 持ち物・備考

栄養相談

 ７日水・13日火
15日木・16日金
20日火・26日月
27日火・29日木
30日金

９:00～11:30 食生活を見直したい方
＊ 要申し込み 食事記録・お薬手帳（お持ちの方）

19日月・21日水 13:30～16:00

離乳食教室 21日水 10:00～12:00
（９:45～受付）

令和７年７月・８月生まれのお子さん
と保護者

エプロン・三角巾・マスク・手拭きタオル・子ど
もさんに必要なもの（おもちゃ・バスタオル・ミ
ルク・オムツなど）・離乳食教室おたずね票・母
子健康手帳・４か月児健診の離乳食資料

プレママサロン
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
29日木 10:00～11:00

（９:45～受付）
妊娠７～９か月の妊婦さん
＊ 対象者には、事前に案内を送付し

ます
母子健康手帳
＊詳細は、事前に送付したチラシをご覧ください

すくすく広場
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
５日月・26日月 ９:30～11:00 子育てや健康・栄養について相談で

きる場です 母子健康手帳・フェイスタオル・バスタオル

４か月児健康診査 28日水 （受付）
13:00～14：00

令和７年９月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・オ
ムツ・ごみ袋（オムツ用）・ミルク（必要な方の
み）・フェイスタオル・バスタオル

10か月児健康診査 29日木 （受付）
13:00～14:00

令和７年３月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・オムツ・ごみ袋（オムツ用）・
フェイスタオル・バスタオル

１歳８か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 15日木 （受付）

13:00～14:00
令和６年５月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・オムツ・ごみ袋（オムツ
用）・フェイスタオル・バスタオル

２歳６か月児健康相談
歯科健診・フッ素塗布 ８日木 （受付）

13:00～14:00
令和５年７月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

３歳６か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 14日水 （受付）

13:00～14:00
令和４年７月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

対 象
町内の未就園児

◆申し込み・問い合わせ先　福祉保健課　保健担当　☎ 0748-52-6574 

子育て情報子育て情報 2026年1月保健カレンダー保健カレンダー 2026年１月 会 場
保健センター

事業名 日程 時間 場所 内容または対象など 申し込み・問い合わせ先

親子運動ひろば  ９日金 10:00～11:30 日野公民館
多目的ホール

親子でふれあいながら体力づくり
対象：1歳半以上のお子さんと保護者
＊要申し込み（1/5まで受付）15組＊参加費1組100円

生涯学習課
☎0748-52-6566

おもちゃ図書館  ９日金
16日金  ９:30～11:00 保健センター 好きなおもちゃで自由に遊べます。

おもちゃの貸し出しも行っています。
社会福祉協議会

☎0748-52-1219

親子ぷれすて 23日金 10:00～11:30 保健センター
「節分を楽しもう」
節分の工作と豆まきあそびを楽しみましょう！
対象：未就園児と保護者
＊要申し込み（1/5から受付）15組

生涯学習課
☎0748-52-6566

わらべ
地域子育て
支援センター

毎週 月～金
＊12/29～
　 1/2はお休

み

月・火・水・木
 ９:30～11:30
13:00～15:00
金 ９:30～12:00

わらべ保育園 時間内は、好きなおもちゃで親子で自由に遊べます。
時間内の出入りは自由です。

わらべ地域子育て
支援センター

☎0748-36-1910

● 折り紙教室…5日月、19日月10:30～11:30　折り紙の先生と一緒に、季節に合わせた折り紙を楽しみましょう。
● １月の誕生会…16日金10:30～11:00　誕生月のお子さんには手形のマグネットをプレゼントし、みんなで
　お祝いします。誕生月以外の人も遊びに来てください
●妊婦さんもあそびにおいでよ＆ベビーマッサージ…27日火10:00～11:30　対象：妊婦さん、未就園児と保護者
　妊娠中や産後の困りごと・気になること・聞きたいことなど、先輩ママさんと気軽にお話しできます。

つどいのひろば
『ぽけっと』

毎週 月～金
＊12/29～
　 1/2はお休

み
＊ 日曜開催は

11日

月・火・木・金
AM…９:30～
　　　11:30
PM…13:30～
　　　16:00
＊水はAMのみ
＊ 日曜開催のPM

は15時まで

『ぽけっと』
利用対象を分けている日や、申し込みの必要な日があり
ます。きょうだいの未就園児は一緒に来ていただけます。
時間内の出入りは自由です。

『ぽけっと』
☎0748-53-2524

○赤ちゃんROOM「ころころ」…対象：おおむね2か月から6か月の赤ちゃんと保護者
　6日火9:30～11:30　ガムテープバッグ作り
　29日木9:30～11:30　ふれあい遊び
　＊29日はプレママサロンも一緒に行います。保健師・助産師がいますので、相談も気軽にできます。
○赤ちゃんROOM「ぴよぴよ」…対象：おおむね7か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　27日火9:30～11:30　おもちゃ作り
○赤ちゃんROOM「ころころ」「ぴよぴよ」…対象：おおむね2か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　15日木9:30～11:30、23日金13:30～15:30　親子で遊んだり、ふれあい遊びをしたりしています。
○年齢別サークル「きらきら」…対象：1歳のお子さんと保護者
　13日火9:30～11:30　コマを作って遊ぼう
○年齢別サークル「にこにこ」…対象：２歳以上のお子さんと保護者
　16日金9:30～11:30　お正月遊び
●オープンルームAM（9:30～11:30）… 7日水、9日金、14日水、21日水、22日木、23日金、28日水
●オープンルームPM（13:30～16:00）… 5日月、6日火、8日木、９日金、13日火、15日木、16日金、19日月、20日火、22日木、

26日月、27日火、29日木、30日金
　＊年齢制限はありません。どなたでも遊び来ていただけます。
●すくすく広場…5日月、26日月9:30～11:30　＊相談は11:00まで
　 どなたでも遊びに来ていただけます。保健師・助産師・栄養士がいますので、体重や身長の計測や授乳・離乳食など子育てに

関する相談も気軽にできます。
●絵本と遊ぼう…8日木10:15～10:45　図書館の司書によるおはなし会です。　＊要申し込み（12/8から受付）12組
●双子ちゃんサークル…15日木9:30～11:30　対象：双子（多胎児）のお子さんと保護者
　お子さんを遊ばせながら、保護者同士がおしゃべりしたり情報交換する場です。
● お誕生会…19日月9:30～11:30　自由遊びの後、お誕生会をします。誕生月のお子さんは、親子で写真を撮ってカードに

仕上げてプレゼントします。＊1月生まれのお子さんや保護者さんは準備の都合上、申し込みが必要です。その他の方は申
し込み不要です。

●ベビーマッサージ教室…20日火10:00～10:45　対象：首のすわっている赤ちゃんと保護者
　持ち物：オイル（使っている物があれば）、バスタオル　＊要申し込み（12/22から受付）6組
●こどもの足と靴選び…30日金10:00～11:00
　 お子さんのファーストシューズや足に合った靴選びについての専門家のお話です。個別の質問にもお答えしていただけま

す。　＊要申し込み（1/5から受付）15組
＊この他に各地区の公民館でも子育てサロンが開催されています。日程などは公民館にお問い合わせください。
＊ 子育てに関する情報は、子育て応援通信「ゆっくりおおきくなあれ」にも掲載しています。子ども支援課・保健センター・

つどいのひろば『ぽけっと』・わらべ地域子育て支援センター・図書館・公民館などに設置していますので、ご覧ください。
町のホームページでもご覧いただけます。

町ホームページ
「ゆっくりおおきくなあれ」

〇 参加される方は親子ともに自宅で検温を行い、発熱や咳・くしゃ
み鼻水など体調不良の場合は参加をお控えください。

子育て情報の公式LINE「ひのこども
タウン」です。ぜひ登録してください。

町では、子育てを応援するさまざまな事業を行っています。赤ちゃんやお子さんを連れて、気軽にお出かけください。

町ホームページ

公式LINE
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●問い合わせ先　日野町健康推進協議会事務局（福祉保健課内）　☎０７４８‒５２‒６５７４

おすすめ料理健康推進員

小松菜と高野豆腐の鶏だし鍋小松菜と高野豆腐の鶏だし鍋

（１人分）食塩相当量　2.3ｇ　野菜の量　135ｇ

材料（２人分） 作り方
① 高野豆腐は水につけて戻し軽く水気を切
り、短冊切りにする。小松菜は長さ3cm
に切る。にんじんは長さ3cmの短冊切り
にする。長ねぎは幅1cmの斜め切りにす
る。しょうがはせん切りにする。

② 鍋にだし汁、しょうがを入れて中火にか
け、煮立ったら鶏ひき肉を小さくまとめ
て、そっと鍋に落とし入れる。アクを取
りAを加える。

③ にんじん、高野豆腐、小松菜、長ねぎを
順に加え、煮立ったら弱火にして5分程
煮る。

●鶏ひき肉……………………100ｇ
●高野豆腐 ……………………2枚
●小松菜 ………… 3/4束（150ｇ）
●にんじん……………1/3本（50ｇ）
●長ねぎ ……………1/2本（50ｇ）
●だし汁…………………… 400㎖
●しょうが …………… 1かけ（20g）
　●酒 ……………………大さじ2
　●しょうゆ ………………大さじ1
　●塩 …………………小さじ1/4
A

　高野豆腐は、高たんぱく、低糖質
でカルシウムや鉄分も多く含まれてい
る食品です。小松菜も栄養価が高く、
最強の鍋メニューです。ぜひお試し
ください！

　高野豆腐は、高たんぱく、低糖質
でカルシウムや鉄分も多く含まれてい
る食品です。小松菜も栄養価が高く、
最強の鍋メニューです。ぜひお試し
ください！

行事内容 日程・時間 対象者・内容など 持ち物・備考

栄養相談

 ７日水・13日火
15日木・16日金
20日火・26日月
27日火・29日木
30日金

９:00～11:30 食生活を見直したい方
＊ 要申し込み 食事記録・お薬手帳（お持ちの方）

19日月・21日水 13:30～16:00

離乳食教室 21日水 10:00～12:00
（９:45～受付）

令和７年７月・８月生まれのお子さん
と保護者

エプロン・三角巾・マスク・手拭きタオル・子ど
もさんに必要なもの（おもちゃ・バスタオル・ミ
ルク・オムツなど）・離乳食教室おたずね票・母
子健康手帳・４か月児健診の離乳食資料

プレママサロン
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
29日木 10:00～11:00

（９:45～受付）
妊娠７～９か月の妊婦さん
＊ 対象者には、事前に案内を送付し

ます
母子健康手帳
＊詳細は、事前に送付したチラシをご覧ください

すくすく広場
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
５日月・26日月 ９:30～11:00 子育てや健康・栄養について相談で

きる場です 母子健康手帳・フェイスタオル・バスタオル

４か月児健康診査 28日水 （受付）
13:00～14：00

令和７年９月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・オ
ムツ・ごみ袋（オムツ用）・ミルク（必要な方の
み）・フェイスタオル・バスタオル

10か月児健康診査 29日木 （受付）
13:00～14:00

令和７年３月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・オムツ・ごみ袋（オムツ用）・
フェイスタオル・バスタオル

１歳８か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 15日木 （受付）

13:00～14:00
令和６年５月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・オムツ・ごみ袋（オムツ
用）・フェイスタオル・バスタオル

２歳６か月児健康相談
歯科健診・フッ素塗布 ８日木 （受付）

13:00～14:00
令和５年７月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

３歳６か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 14日水 （受付）

13:00～14:00
令和４年７月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

対 象
町内の未就園児

◆申し込み・問い合わせ先　福祉保健課　保健担当　☎ 0748-52-6574 

子育て情報子育て情報 2026年1月保健カレンダー保健カレンダー 2026年１月 会 場
保健センター

事業名 日程 時間 場所 内容または対象など 申し込み・問い合わせ先

親子運動ひろば  ９日金 10:00～11:30 日野公民館
多目的ホール

親子でふれあいながら体力づくり
対象：1歳半以上のお子さんと保護者
＊要申し込み（1/5まで受付）15組＊参加費1組100円

生涯学習課
☎0748-52-6566

おもちゃ図書館  ９日金
16日金  ９:30～11:00 保健センター 好きなおもちゃで自由に遊べます。

おもちゃの貸し出しも行っています。
社会福祉協議会

☎0748-52-1219

親子ぷれすて 23日金 10:00～11:30 保健センター
「節分を楽しもう」
節分の工作と豆まきあそびを楽しみましょう！
対象：未就園児と保護者
＊要申し込み（1/5から受付）15組

生涯学習課
☎0748-52-6566

わらべ
地域子育て
支援センター

毎週 月～金
＊12/29～
　 1/2はお休

み

月・火・水・木
 ９:30～11:30
13:00～15:00
金 ９:30～12:00

わらべ保育園 時間内は、好きなおもちゃで親子で自由に遊べます。
時間内の出入りは自由です。

わらべ地域子育て
支援センター

☎0748-36-1910

● 折り紙教室…5日月、19日月10:30～11:30　折り紙の先生と一緒に、季節に合わせた折り紙を楽しみましょう。
● １月の誕生会…16日金10:30～11:00　誕生月のお子さんには手形のマグネットをプレゼントし、みんなで
　お祝いします。誕生月以外の人も遊びに来てください
●妊婦さんもあそびにおいでよ＆ベビーマッサージ…27日火10:00～11:30　対象：妊婦さん、未就園児と保護者
　妊娠中や産後の困りごと・気になること・聞きたいことなど、先輩ママさんと気軽にお話しできます。

つどいのひろば
『ぽけっと』

毎週 月～金
＊12/29～
　 1/2はお休

み
＊ 日曜開催は

11日

月・火・木・金
AM…９:30～
　　　11:30
PM…13:30～
　　　16:00
＊水はAMのみ
＊ 日曜開催のPM

は15時まで

『ぽけっと』
利用対象を分けている日や、申し込みの必要な日があり
ます。きょうだいの未就園児は一緒に来ていただけます。
時間内の出入りは自由です。

『ぽけっと』
☎0748-53-2524

○赤ちゃんROOM「ころころ」…対象：おおむね2か月から6か月の赤ちゃんと保護者
　6日火9:30～11:30　ガムテープバッグ作り
　29日木9:30～11:30　ふれあい遊び
　＊29日はプレママサロンも一緒に行います。保健師・助産師がいますので、相談も気軽にできます。
○赤ちゃんROOM「ぴよぴよ」…対象：おおむね7か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　27日火9:30～11:30　おもちゃ作り
○赤ちゃんROOM「ころころ」「ぴよぴよ」…対象：おおむね2か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　15日木9:30～11:30、23日金13:30～15:30　親子で遊んだり、ふれあい遊びをしたりしています。
○年齢別サークル「きらきら」…対象：1歳のお子さんと保護者
　13日火9:30～11:30　コマを作って遊ぼう
○年齢別サークル「にこにこ」…対象：２歳以上のお子さんと保護者
　16日金9:30～11:30　お正月遊び
●オープンルームAM（9:30～11:30）… 7日水、9日金、14日水、21日水、22日木、23日金、28日水
●オープンルームPM（13:30～16:00）… 5日月、6日火、8日木、９日金、13日火、15日木、16日金、19日月、20日火、22日木、

26日月、27日火、29日木、30日金
　＊年齢制限はありません。どなたでも遊び来ていただけます。
●すくすく広場…5日月、26日月9:30～11:30　＊相談は11:00まで
　 どなたでも遊びに来ていただけます。保健師・助産師・栄養士がいますので、体重や身長の計測や授乳・離乳食など子育てに

関する相談も気軽にできます。
●絵本と遊ぼう…8日木10:15～10:45　図書館の司書によるおはなし会です。　＊要申し込み（12/8から受付）12組
●双子ちゃんサークル…15日木9:30～11:30　対象：双子（多胎児）のお子さんと保護者
　お子さんを遊ばせながら、保護者同士がおしゃべりしたり情報交換する場です。
● お誕生会…19日月9:30～11:30　自由遊びの後、お誕生会をします。誕生月のお子さんは、親子で写真を撮ってカードに

仕上げてプレゼントします。＊1月生まれのお子さんや保護者さんは準備の都合上、申し込みが必要です。その他の方は申
し込み不要です。

●ベビーマッサージ教室…20日火10:00～10:45　対象：首のすわっている赤ちゃんと保護者
　持ち物：オイル（使っている物があれば）、バスタオル　＊要申し込み（12/22から受付）6組
●こどもの足と靴選び…30日金10:00～11:00
　 お子さんのファーストシューズや足に合った靴選びについての専門家のお話です。個別の質問にもお答えしていただけま

す。　＊要申し込み（1/5から受付）15組
＊この他に各地区の公民館でも子育てサロンが開催されています。日程などは公民館にお問い合わせください。
＊ 子育てに関する情報は、子育て応援通信「ゆっくりおおきくなあれ」にも掲載しています。子ども支援課・保健センター・

つどいのひろば『ぽけっと』・わらべ地域子育て支援センター・図書館・公民館などに設置していますので、ご覧ください。
町のホームページでもご覧いただけます。

町ホームページ
「ゆっくりおおきくなあれ」

〇 参加される方は親子ともに自宅で検温を行い、発熱や咳・くしゃ
み鼻水など体調不良の場合は参加をお控えください。

子育て情報の公式LINE「ひのこども
タウン」です。ぜひ登録してください。

町では、子育てを応援するさまざまな事業を行っています。赤ちゃんやお子さんを連れて、気軽にお出かけください。

町ホームページ

公式LINE
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アイドル家わが の

国民健康保険税（7期分）

介護保険料（7期分）　

後期高齢者医療保険料（6期分）

納期限は１月５日（月）です。

12月の納税等

　４月号の「広報ひの」では、「大切な家族・犬との暮らし」をテーマ
に、狂犬病予防注射や犬の登録などについて特集します。
　そこで、誌面を明るく彩るために、町民のみなさんの愛犬の写
真を募集します！
♦�応募期間　12月10日（水）〜26日（金）　※先着15件まで
♦�応募条件・方法　申込フォームの応募条件すべてに該当する
方のみ、申込フォームからお申し込みください。

２月に満１歳〜３歳の
お誕生日を迎えるお子
さんの写真を大募集!!
　申込フォームからお申し込
みください。フォームが利用
できない場合は、対象のお
子さんのみが写っている写真
をご用意の上、
担当窓口へお
持ちください。

◆締め切り
　�12月26日(金)　ただし、申
し込みが多い場合は期日前
でもお断りすることがあり
ます。
◆申し込み・問い合わせ先
　�企画振興課　秘書広報担当
（役場３階）　�
☎0748-52-6550

にぃにと野球にハマっています⚾
にぃにと仲良くおおきくなぁれ♥

奥
おく

村
むら

　漣
れん

斗
と

ちゃん
（R4.12.2生まれ）日野

Smileりっちゃん☺
毎日癒しをありがとう♥

久
ひさ

永
なが

　莉
り

都
つ

ちゃん
（R6.12.6生まれ）必佐

各種公共料金の納付もお忘れなく

いつでもニコニコ笑顔☺
これからも楽しく遊ぼうね✨

松
まつ

山
やま

　恭
きょう

也
や

ちゃん
（R5.12.11生まれ）日野

人のうごき
●総人口　20,496人� （−13人）
●世　帯　8,884世帯� （＋４世帯）

（転入）� 58人� （転出）� 51人
（出生）� 12人� （死亡）� 30人
（その他）�−２人

令和７年11月１日現在

※（　）前月比

人口増減

「ひのっこ宣言」
●あいさつで　つながる心　いい笑顔
●きいてみよう　自分のきもちと相手のおもい
●楽しもう　どうせやるなら　よろこんで
●チャレンジを　やらへんなんて　もったいない
●しっぱいも　「かまへん　かまへん　だんないで」
●だれとでも　たよりたよられ　助け合い
ひのっこが　よりよい日野町　つくります！

申込フォーム

申
込
フ
ォ
ー
ム

一歳のお誕生日おめでとう！
これからもお兄ちゃん達と

仲良くしてね。

松
まつ

村
むら

　佳
か

乃
の

ちゃん
（R6.12.11生まれ）日野

２才おめでとう★これからも
元気いっぱい大きくなぁれ！

角
すみ

　莉
り

緒
お

奈
な

ちゃん
（R5.12.13生まれ）西大路

1歳のお誕生日おめでとう♥
これからも笑顔をいっぱい

咲かせてね��

髙
たか

橋
はし

　咲
さ

羽
わ

ちゃん
（R6.12.16生まれ）必佐

1歳の誕生日おめでとう✨
これからも笑顔いっぱい
楽しく過ごそうね♪

間
ま

瀬
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　紫
し

音
おん

ちゃん
（R6.12.21生まれ）南比都佐

ココ
 ちゃん

掲載例

元気いっぱい！
兄弟仲よく大きくなってね♥
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田
だ

　絃
お

斗
と

ちゃん黒
くろ

田
だ

　惺
せ

音
お

ちゃん
（R５.12.28生まれ）東桜谷

働く車と食べることが大好き��
いっぱい食べて遊んで
大きくなってね！

小
こ

森
もり

　楓
か い と

絃ちゃん
（R5.12.28生まれ）東桜谷

食べるの大好きてるくん！
元気いっぱい大きくなってね★

古
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澤
さわ

　輝
てる

喜
よし

ちゃん
（R5.12.27生まれ）西桜谷

あなたの愛犬を「広報ひの」に載せませんか？あなたの愛犬を「広報ひの」に載せませんか？

※�写真全体を使
用する場合も
あります
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